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第1章 序論 
 
 本章では，本研究で取り上げる中国人大学生の日本語学習に関わる諸事情を概観し，
日本語学習において課題とされる不自然な日本語表現の問題について，その背景や問
題構造について述べる．そこでは，問題改善方策の一つの手がかりとしての社会文化
的視点を分析枠組みとして設定し，日本語学習者の自然な日本語の習得を意義付ける
本研究の位置づけを明確にした上で，本研究の目的を示し，本研究のデザインと構成
を述べる． 
 
1.1 問題の所在と背景 
1.1.1 日本語の学習状況 
 
 グローバル化が進む今日において，国家間のウィンウィンの関係を取り結ぶ国際交
流を図る潮流の影響により，母国語以外の言葉を身に付ける学習者が増加している．
その中で，海外の日本語学習者数が増加傾向にある点が注目される．国際交流基金が
2012 年に行った海外日本語教育機関調査結果報告書によると，海外で日本語を学ぶ学
習者数は 3,984,538 人（09 年 3,651,232 人より 9.1%増）に達しているという（2012
年度日本語教育機関調査）．その中で日本語学習者数が最も多い国である中国の日本語
学習者数は，2009 年の 827,171 人から 2012 年の 1,046,490 人に増加している．この
ように中国は世界第一の日本語学習大国であり，日本語学習のニーズが最も高い国で
ある．そうした状況の背景には，日中両国の密接な経済関連や友好交流が影響を与え
ていると考えられる． 
過去に遡って見ると，1972 年の中日友好関係の結びつきの強化に伴い，中国の大学
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に日本語専攻学科が開設され始め，それ以降，中国における日本語学習状況が大きく
変化している．さらに中日両国ビジネス，文化・体育などの各分野での交流が深まり，
両国間を往来し活動する人が増加している．そうした背景により，中国における日本
語学習者の数は年々増加している．1990 年代以後，中国の日本語教育は安定発展期に
入り，日本語は英語に次ぐ主要な第二外国語となっている．現在日本語教育機関とし
て専攻学科が設置されている大学の数は 466 箇所ある（修，2012）と報告されている．
こうした学習環境を受け，中国における日本語専攻学習者は増加傾向にある．また，
日中両国のビジネスが活性化する中，中国に進出する日系企業の増加や日本の企業で
中国人留学生の採用ブームといった社会的な現象が存在する．そうした事情からも，
就職の機会や職務昇進に向けた取り組みが日本語ブームを持続させていくひとつの要
因となっている．国際交流基金（2012）によると，近年，中国の大学の日本語専攻学
習者の中には，卒業後の就職という経済的・実利的事情が学習動機となっている学習
者が増加しているという実態が存在している． 
こうした短期展望的な日本語学習動機や，卒業後の進路および経済事情，更には卒
業・就職後に職場ですぐに使える日本語の需要の高まりにより，日本語専攻の学習者
に対しては，より実践的な日本語能力の習得が求められると考えられる．確かに，現
代のようなグローバル時代に求められる日本語学習者の能力は，総合的であり，日本
語母語話者と円滑にコミュニケーションが取れる，言わば即戦力となる日本語力を所
持した人材が求められている．すなわち日本語母語話者と自然な日本語交流ができる
人材である． 
しかし，卒業生の現状と，上記のような日本語力の持つ人材像との間にはまだ乖離
がある．中国の日本語教育事情を概観したところ，中国の日本語専攻学習者の多くは，
4 年間に渡り日本語専攻の授業を受けても，多様な場面に即した運用力が身に付いて
いないというのが現状である（堀口，2003）．日本語専攻学習者は，日本語母語話者
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が用いた自然な日本語表現については，いったいどういうことなのか理解できない現
状であり，教科書で学んだ日本語は，一旦教科書から離れると当てはまらない（楊，
2008）という現実がある．また，日本語専攻学習者が短期日本交流留学や卒業後のビ
ジネス現場といった生の日本語に触れる環境に置かれると，「外国の環境で学んだ日
本語」といった典型的な印象をもたれてしまう問題状況が存在している． 
こうした中国における日本語学習にかかわる問題について，次のような指摘がなさ
れている．すなわち，中国人大学生の学習者は文法に偏った学習スタイルを取ること
が多い（楊，2008），「文法上一見正しいと判断される表現であっても，実際の会話
場面で用いると，不適切な表現と判断されることがある」（許，2013）などである．
また，日本語専攻学習者の日本語表現に唐突さや違和感がある点も，多くの人により
指摘されるところである（劉，2009）．特に一部の卒業生が日本語学習を就職や留学
のための手段と見なし，実際の応用能力より学歴を重視した結果，実際の運用場面で
失敗することがよくあるという（崔，2008）． 
こうした不自然な日本語表現の問題の要因として以下の点があげられる．すなわち，
学習者が実践的ではない日本語表現を学習に用いること，文脈に合った日本語表現の
理解の欠如，日常から離れた文章表現，および日本語の学習を通した日本文化の理解
不足といった要因である．このような要因が生まれる背景には，中国の大学の日本語
教育の制度的・文化的事情が密接に関連している．またそうした制度下の日本語教育
においては，日本語表現の「自然さ」に重点を置いた指導は未だ不十分であると考え
られる．そこで次節では，こうした日本語を学ぶ中国人大学生の不自然な日本語表現
の問題が生起する教育の背景と状況を概観し，教育制度の課題に触れつつ，日本語教
育の在り方について論じたい． 
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1.1.2 中国の大学教育における日本語学習の問題  
 
中国人大学生の不自然な日本語表現の問題を検討する際に，その背景に存在する，
学習者のもつ学習観を無視することはできない．なぜなら，そうした学習観は，学習
者がそれまで教育を受けてきた教育環境によって影響を受けているからである．中国
人大学生の場合，受験主義が提唱される教育的な状況に置かれるため，ペーパーテス
トで高得点を得ることが学習の成功であると認識されている．したがって日本語学習
の目的も，如何に日本語を使うかというより，教科書の文型，語彙の暗記や問題集に
時間を費やし，如何に日本語能力検定試験や日本語専業八級 1 で高い点数を取れるか
に専心することとなる．また，日本語専攻の場合，大学入学の前には学習者に日本語
の基礎知識がほとんどない状態から日本語学習を開始しているため，入学した学習者
は，今まで外国語として学んできた英語の学習観と学習方略をそのまま活用して日本
語学習を行う傾向がある．学習者は初級段階からこうした学習観に基づいた学習方略
に沿って学習が進むため，「初級レベルの時に許されていた間違いは，後で直すことが
困難である」（Horwitz，1988）といった指摘もなされている．もう一つの要因として，
大学一年生から四年間に渡る「総合日本語授業」3 の影響も考えられる．中国の大学
の日本語専攻には，「総合日本語」（「精読」とも呼ばれる）授業が主幹科目として存在
している．この科目は，カリキュラムの上で最も多い単位数を占めており，重要視さ
れている科目である．一年次と二年次では，毎日 2 コマ，週に 8 コマ設置され，基礎
段階（学部一年，二年）における「総合日本語」授業は，基本的な語彙，文法などを
習得し，基礎的な運用力を養成する総合的な日本語科目と位置付けられている（篠崎，
2006）．そのため，学習者においても，この授業に対する重要性の認識度は，他の会
話授業や文化・聴解などの授業より高いといった状況になっている．この「総合日本
語」授業は日本語専攻の大学生が四年間に渡る主な日本語授業となっているため，日
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本語を学ぶ主な「場所」といっても過言ではない．従って，学習者の日本語学習観と
方略の形成に密接に関係していると言える． 
しかし，「総合日本語」授業に対しては，学習者は文法学習が中心に据えられた教
師主導による一斉授業に偏っている（楊，2008）ため，学習者の自律性と能動性が欠
けている（曹，2005），文法知識構造には詳しい一方運用力が低い（蔡，2006）とい
った問題点が指摘されている．福永（2013）は，中国大学の日本語学科でよく見られ
る光景に，学習者は，「総合日本語」授業を中心に，「毎日テキストを読み，問題を
解き，そしてそれらすべてを暗記するという方法で学習している」と指摘している．
そのため，「総合日本語授業」の課題としてあげられるもののひとつに，学習者の「自
然な適切な表現ではない」日本語を多くの現場の教師が共感している（長坂・木田，
2011）点があげられている．更に，金（2011）は，中国の「総合日本語」授業に顕在
している問題点として以下の２点をあげている． 
1) 教材の実用性が低い．まず教材の実用性が欠けていることである．現在「総
合日本語」授業の教材としてよく使われている教科書を挙げると，上海外国
語教育出版社の『現代日本語』（2003），北京大学出版社の『総合日本語』（2004），
上海外語教育出版社の『新編日語』（2008），人民教育出版社の『新日本語教
程』（2009）などである．ほとんど日本語文法の体系的習得と各種能力試験対
策のために編成されているものである．内容の新鮮度や実社会の応用は欠け
ている． 
2) 伝統の一斉講義の教授法である．「総合日本語」授業は基本的に一クラス 30
人程度の多人数講義とされている．授業中に，教師と学習間のフィードバッ
クや，学習者の発言，日本語を表現するチャンスなどといった授業時間内で
の改善法の導入はなかなか実現しにくい．「総合日本語」授業は基本的に，語
彙の説明，本文（文型・会話）の導入，練習問題の三つに分けて授業が進行
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している．近年，日本の大学で学位を取得した留学生を日本語教師として採
用する傾向が見られている．日本の大学で学習した先進的な授業方法を導入
し，伝統的な教授法を変えようと努力している取組であるが，「総合日本語」
授業を担当する教師は，一学期ごとに決まった教授内容を完成しなければな
らないため，多人数で多量の知識を伝授する状況の中ではなかなか実現しに
くいという現実がある． 
試験対策の授業観とステレオタイプの日本語学習観に基づき，これまで試験対策で
学力を判断されてきた中国の大学生の中には，中国国内で行われる日本語専攻の「専
四・専八」級試験や国際能力試験で高い点数を取る対策を授業の目標にしている学生
は少なくない．さらにそういった目的で開いた個人塾も珍しくない．日本語学習者は
試験対策，資格目当てで授業を受け日本語学習に取り組むことが恒常化している．さ
らに，高校まで見慣れてきた試験対策学習意識や英語学習で身に付けてきた学習習慣
の影響は，日本語専攻学習者にも反映されている．「『総合日本語』は文法を学ぶこ
とだ」，「日本語学習は単語の暗記」といった学習者の声をよく耳にする． 
このような問題から，中国の日本語学習者には，文法編重，教師の指示による，運
用より文法構造知識，といった日本語学習の「学習観」がうかがえる．学習者がこう
した学習観を用いて学習方略を採択し日本語学習に取り組んだ結果，「違和感のある文
章表現」や「不自然な日本語」といった問題につながることは容易に推察される．如
何に自然な日本語が話せるか，違和感のない表現ができるようになるか，といった素
朴な疑問はまさに現実の中国の大学の日本語専攻学習者が抱えている大きな問題であ
ると考える．同様に，中国以外の海外の日本語学習者にとっても困難な問題であり，
特に中国人日本語学習者の場合は，自然な日本語の話し言葉に慣れていないことで挫
折を覚えることが多い（東，2008）と報告されている．したがって，中国の大学生日
本語学習者が多様な場面と状況において如何に適切で自然な表現を表出することを学
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ぶか，その解決策の考究は急務であると言える． 
 
1.2 用語の定義 
 
本節では，まず中国人大学生の日本語専攻学習者にとっての「自然な日本語」を定
義づける．また，本研究で用いる理論的枠組みとしての社会文化的視点について整理
する． 
 
1.2.1 自然な日本語学習 
 
本節では，中国人大学生の日本語専攻学習者にとっての「自然な日本語」を定義づ
けする． 
日本語を学ぶ環境からみると，中国人大学生の日本語学習者が置かれている環境は
外国語環境である．つまり日本の環境から離れる海外で学習する状況である.日本語教
育でいう JFL（Japanese as foreign language）は外国語環境，JSL（Japanese as a 
second language）は第二言語環境に相当する（近藤・小森，2012）．中国人大学生の
日本語専攻学習者は，日本の生の環境にいる自然な日本語を習得している学習者と異
なる状況に置かれている．実際，中国人大学生の日本語学習者に求められる日本語観
について，東（2009）は，学習者が求める日本語観の調査により，「自然な日本語」，
「日本人の日常会話に近い日本語」が半数以上であったと報告している．具体的には
以下の通りである． 
 「自然な，日本人の日常会話に近い教材」 
 「自然な日本語表現，日常で使う語彙の入っている教材」  
 「実用性の高い教材」 
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また，佐々木（2003）は，外国人に「生きた日本語」を教える工夫として，自然な
日本語のポイントは「学習者にあった，身近で，しかも具体的な場面を作り出す」こ
とであると述べている． 
 こうした点から，中国人大学生の日本語学習者に求められる日本語観を「自然さ」，
「実用性」，および「場作り」の三つのポイントにまとめられる． 
更に，池上・守屋 （2009）は，外国人日本語学習者における日本語の自然さの習
得の重要性について，母語の構造の違いから次のように述べている．すなわち，「日
本語話者は＜見え＞のままに話す」，また日本語話者は「認知の主体として発話のイ
マ・ココの場にある話し手自らを原点とし，場に密着したまま事態を言語化する」，
また，「日本語母語話者は臨場的・体験的に事態を把握する傾向がある」と述べてい
る． 更に，日本語というのは，「相手に対する配慮を表現する」言語であり，「社会・
文化的な認知を背景に，会話の主導権などを考慮に入れて行う必要があり，それが配
慮表現へとつながる」と述べている．こうした言及から，「自然な日本語」の習得が如
何に重要であるかがうかがえる．換言すれば，体験的，対話的，社会的で，文化的背
景に立ち入った日本語学習が重要であると言える． 
以上の知見を踏まえ，本研究で用いる，「自然な日本語」について以下の視点を設
定することとする．すなわち， 
1) 文脈を把握し理解する 
2) 状況を把握し理解する 
3) 文化社会的背景を理解する 
4) 理解し合う相互関係を構築する 
の４つの視点である．この４つの視点に基づき，先述した中国における大学の日本
語専攻学習者が抱える日本語表現の問題に重ね合わせてみると，学習者が「会話や文
章の状況と文脈を理解し合う，伝え合うこと」により，学習者の文法偏重や表現の唐
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突感と不自然の表現といった問題を回避することが可能となる．また，「適切な日本語
表現を用いて意味を伝え合う，理解し合う関係を築くこと」は学習の相互作用による
実用的日本語学習の実現につながると考えられる．したがって，こうした要素から，
社会文化的視点による日本語学習考究の必要性が示されていると考えられる．  
 
1.2.2 社会文化的アプローチと日本語学習 
 
如何に自然な日本語を習得するかという問題について，社会文化的アプローチの
立場からの考究は有用な示唆を与えてくれる． 
根本（2012）は，第二言語の習得を目指す学習者が状況に応じた言語の使用にどの
ように取り組むかといった言語習得過程を考察する上で，社会文化的要因は切り離す
ことができないものである点を指摘している．また，認知能力と社会文化能力は密接
に係り合いながら第二言語能力の発達に影響を与える点も指摘している．こうした指
摘に基づき，本研究では， 自然な日本語学習過程に着眼するため，社会文化的アプロ
ーチの視点から研究の枠組みとして考察を進めていく．  
 社会文化的アプローチは，「実社会，そこに存在する人々，そしてその対象となる言
語を結びつけ，社会文化的慣習および言語学習者の社会的行動に焦点を当てることに
より，様々な状況に埋め込まれた言語習得をミクロレベルで考察する研究枠組みであ
る」（根本，2012）と説明されている． 
社会文化的アプローチに依拠した日本語教育分野における研究は，いわゆる知識や
技能の習得を含めた人間主体の行為や変容を具体的な文脈の中で捉えようとする見方
や接近法（西口，2005）にみられる．それは，「主体による文脈の構成ということを
通して，社会的な実践や実践のコミュニティーの変革という現象も視野に入れた新し
い分析の視点」である（西口，2005）とされる．すなわち，日本語学習者は単に語彙
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や文型を暗記し座学的な知識として把握することではなく，学習者主体や他者（同じ
立場の学習者や日本語母語話者，教師），学習文脈の状況，などを包括した環境に社会
的に参与することで学ぶことを意味している．すなわち，日本語学習を社会文化的視
点から捉えるとき，他者との関わりを通して学ぶことが学習の文脈としての重要性で
ある点が強調されている（ヴィゴツキー，2001）．ヴィゴツキー（2001）は，学習者
にとっては，「他者との関係の変化が学習を捉える際に非常に重要になる」とし，また
こうした「学習者と他者との相互行為が社会文化的に構成された道具や記号によって
媒介される」と提起している．この考え方から，日本語学習が学習者を取り巻く環境，
例えば日常会話の表現や辞書，話題，情報，他の学習者，教師などの環境的要素を包
括した媒介物である「道具や記号」という媒介物を通しての相互作用で生じてくるも
のと捉えることが可能である．そうであれば，日常生活の「自然な学習文脈」，そうし
た文脈が置かれる「背景的状況」，そうした状況の下で「実用性の日本語」が如何に実
用性をもつかといった「関係構築」の側面を分析対象として導き出すことができる.
すなわち，社会文化的アプローチの視点から，自然な日本語習得過程は， 
1）他者を学ぶ意識（自然な学習文脈） 
2）他者と学び合う関係構築（状況・環境の理解） 
3）実場面が得られた自然な日本語の知見（日本語の実用性が果たされる） 
の３つの側面から日本語の習得について検討することが可能であると考えられる . 
 そこで本研究は，中国人大学生の自然な日本語習得を再考する際，社会文化的アプ
ローチの視点から学習者の自然な日本語習得の問題を捉え，自然な日本語学習のアプ
ロプリエーションの立場からその習得過程における学習方略を分析し，中国人大学生
の日本語学習者のための学習環境改善の手立てを提案することを目的とする．  
このアプロプリエーションは，Wertsch（1998）が提案している社会文化的アプロ
ーチにおける「他者との対話，文化的道具との関わり，対話を通じて，他者に属する
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ものを自己のものにする過程」といった概念である．アプロプリエーションの詳細に
ついては次章で詳述したい． 
 
1.3 本研究の意義と目的 
 
本節では，本研究の目的と意義，および研究課題の構成とデザインについて述べる． 
これまでの日本語学習は，前述したように，文法に偏った学習スタイル，試験対策
の学習観，あるいは教科書の説明から触れる「日本文化」という枠組みに当てはめて
受動的に学習するといった学習方略に偏っている点が問題として掲げられている．そ
れゆえ，中国人大学生の日本語学習者は，「受動的」かつ「個に閉じた」学習観と方略
を取っていると言える．更には，こうした学習者における要因と同時に，日本語の自
然さに重点を置いた指導の不十分さや，学習者の適切な表現を重視しない教育環境の
問題も存在している． 
こうした問題状況をふまえ，本研究では，社会文化的視点から，中国の大学におい
て日本語を学ぶ学習者が抱える自然な日本語習得の問題に着目し，中国人日本語学習
者の日本語学習における学習方略に焦点を当て，日本語習得に向けた環境改善の手立
てを提案することを目的とする． 
社会文化的視点に立つ日本語学習においては，日本語が「文化的道具」に媒介され
習得されることを意味する．本研究では，自然な日本語学習に注目することから，「自
然さ」「日常性」および「実用性の文脈」に関わる物事を「文化的道具」（ここの「文
化道具」は，例えば，学習の場，学習内容，他者への学び，母語話者，コミュニケー
ション場面などといった日本語表現のための背景状況を包括した「文化的道具」のこ
とを指す）に求められるものとして捉え，「アプロプリエーション」（次章で後述する）
を通して習得されるものとして捉える． 
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本研究は以下のような課題から考究を進めることとする． 
1) 他者（学習者同士，指導者）と学び合う環境構築 
学習者を取り巻くコミュニティーや社会的環境に対する理解や，文化としての
日本語の理解，および他者との共同的学習，文化社会の理解を促進する学習方
略の分析，またそうしたプロセスにおける他者への学びを通した学習観の変容
の分析 
2) 社会的体験を通した日本語学習方略の再構築  
社会との相互作用により得られる日本語学習の再構築を促進する学習方略の分
析 
3) 社会での日本語活用を通した日本語学習方略の再構築  
実用的日本語の実践を促進する学習方略の分析 
具体的な本研究の構成は，下記の通りである． 
第４章では，本研究の対象者となる中国 U 大学の日本語専攻初年次の「総合日本語
授業」に，ジャーナル・アプローチを依拠した「リレー物語」活動を素材として検討
する．そこでは，学習者同士および指導者が学び合う関係を築く学習活動を促す点に
着目し，学習観と学習方略変容過程の分析を行う．また，学習者が他者と学び合う関
係づくりの重要性に着目し，如何に自然な日本語が習得されるかについて検討を行う． 
第５章では，ジャーナル・アプローチに参加した学習者が来日し，実際の日本の社
会環境で生活した体験を題材とし，それまでの日本語学習をどのように捉え，日本で
の学びと比較し，学習観および学習方略がどのように変容したのか，あるいは変容し
ないのかについて分析を行う． 
第６章では，自分自身から他者を育てられることで習得した自然な日本語のアプロ
プリエーションを分析する．具体的には，来日しているスポーツ留学生を対象に，実
践的な場面における日本語習得の過程に焦点を当てた検討を行う．  
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第７章では，得られた知見に基づいて，中国人大学生の日本語学習者の自然な日本
語学習をめぐる改善の手立てについて検討を行う． 
 
次に本研究のデザインと論文の構成を図 1.1 に示す． 
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図 1.1研究デザイン 
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＜注＞ 
 
1中国の大学で日本語を主専攻にしている学生には「大学日本語専攻生八級試験」とい
う資格試験が課せられる．「専八」とも呼ばれる．中国の資格試験では，級が高くなれ
ばなるほど難易度が高くなる．トップ級は「専八」で，下の級は「専四」（「専業四級」）
である．中国の日本語専攻学習者は卒業基準の一つに，「専四」に合格することが求め
られる． 
 
2「2＋2 制度」は，「出身国の大学で専門基礎教育と日本語を 2 年半学んだ後，日本の
3 年次編入試験を受け，2 年間の日本留学で日本の大学の学位が取得できるプログラ
ム」である．「出身国と日本の両方の大学の学位取得も可能」である．「留学生にとっ
ては時間，経費，精神的負担が軽減され，日本側も優秀な人材確保の機会が増える」．
（近藤・小森，2012）． 
 
3「総合日本語授業」 
「総合日本語」とは，中国の大学の日本語専攻学科において，大学 1 年から 4 年まで
の４年間に渡って設置され，カリキュラムの中心に据えられる主幹科目である．「総合
日本語」もしくは「精読」とも呼ばれている．本研究では「総合日本語」と記す．こ
の授業科目は，ほとんどの大学において全科目の中で最も多い時間数が当てられてお
り，初年次の 1 年，2 年は週に 8 コマ（1 コマ 1 時間），週に 4 日となっている．中上
級段階の 3 年，4 年生は週に 6 コマとなっている．「総合日本語」授業以外の科目はほ
とんど週に 2 コマか 4 コマとなっている（表 1.1 と表 1.2）．どの学年においても，「総
合日本語」の単位数は多く占められている．このような制度の設置は，中国教育部が
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制定した日本語大学専攻学習者用の指導要領である『高等院校日語専業1基礎段階教学
大網』（中・上段階は『高等院校日語専業高年級段階教学大網』に参考する）に基づい
たものである．各大学によって，「総合日本語」授業のシラバスと実施内容が多少異な
る場合もあるが，基本的には，1）正しく発音すること，2）語彙，3）文法の理解，4）
基本文型の運用，5）運用力，6）社会文化の 6 つの事項である．「総合日本語」授業
は総合的日本語学習を学ぶ核心的な授業であり，学習者の日本語力の養成に大きな役
割を果たしているとされている．このように，「総合日本語」授業は，日本語学習者が
大学に入学した後，大学生活の全般に渡って日本語学習に影響を及ぼす重要な役割を
担っていると考えられる． 
また，「総合日本語」の授業内容の進行に関しては，１年目から五十音順の基礎か
ら開始し，基本から応用へ，易しいものから難しいものへという順序で文法が積み上
げられていく方式をとっており，体系的に学習する方法とされている．各回の本文は
基本文型の解説と会話の二つの部分に分けられており，そこから文型の応用練習が続
いている． 
  
                                                   
1 「専業」は日本語の「専攻」という意味を指す．  
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表 1.1 U 大学日本語専攻１，2 年生時間割り（週） 
1 年生時間割り 
科目／週に時間数（1 コマ=1 時間） 
2 年生時間割り 
科目／週に時間数（1 コマ=1 時間） 
総合日本語 8 コマ 総合日本語 8 コマ 
大学外国語（英
語）  
6 コマ 大学外国語（英
語）  
6 コマ 
日本語会話 4 コマ 日本語会話 4 コマ 
聴解 2 コマ 聴解 2 コマ 
社会学・政治学 3 コマ 社会学・政治学 3 コマ 
体育 2 コマ 体育 2 コマ 
パソコン応用 2 コマ パソコン応用 2 コマ 
 
表 1.2 U 大学日本語専攻 3，4 年生時間割り（週） 
3 年生時間割り 
科目／週に時間数（1 コマ=1 時間） 
4 年生時間割り 
科目／週に時間数（1 コマ=1 時間） 
総合日本語 6 コマ 総合日本語 4 コマ 
日本語会話 4 コマ 日本語会話 4 コマ 
日本語概論 2 コマ 日本語概論 2 コマ 
日本文化 2 コマ 日本文化 2 コマ 
日本文学 2 コマ 日本文学 2 コマ 
作文・読解 2 コマ 作文・読解 2 コマ 
ビジネス日本語 2 コマ ビジネス日本語 2 コマ 
聴解 2 コマ 聴解 － 
翻訳 2 コマ 翻訳 2 コマ 
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第 2 章 先行研究の整理 
  
本章では，本研究で設定されたリサーチクエスチョンである，「如何に『自然な日
本語』を習得するか」という問いに関連した先行研究について概観し，本研究との関
連性を視野に入れつつ整理を試みたい．具体的には，第 1 章で定義づけた「自然な日
本語」の理解に基づき，中国の日本語教育における学習観・学習方略，およびこれま
での自然な日本語に関連した教育実践の実施状況と課題を取りあげる．また，そうし
た実践の背後に存在する，ヴィゴツキーによって提唱された社会文化的アプローチを
理論的枠組みとして取りあげ，その理論的枠組みを用いた日本語学習の捉え方，およ
び日本語のアプロプリエーションに関わる研究について整理していく．  
 
2.1 日本語学習観と学習方略面から概観する中国の日本語学習の
現状 
 
多くの中国人日本語学習者は自然な日本語表現で日本語を話したいという思いを
もっている．しかしながら，実際の会話の中では不自然な日本語表現となる場合が多
い．このような日本語母語以外の学習者の不自然な日本語の原因を探究する研究は，
母語発音の干渉（加藤ら，2011），母語が語彙や文法に及ぼす影響（楊，1997），誤用
論の視点（趙・福岡，2013），文脈理解の不足（周，2013），異文化環境の適応（茂住，
2004）などにより，原因の解明と改善を図る研究が蓄積されている．しかし，初中級
段階の日本語学習と教育の改善面からの論究は見当たらない．また，「初級レベルの時
に許されていた間違いは，後で直すことが困難である」（Horwitz，1988）ため，初中
級段階の日本語学習者の抱えた学習観と学習方略への重視は不可欠である．それにつ
いて，楊（2008）は中国の日本語学習者の授業改善に新しい学習形態を取り入れる際
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に，学習者の学習観を十分に考慮する必要があると指摘している．したがって，学習
観・学習方略の根本的な視点から中国人日本語学習者の日本語教育改善が必要である
と考えられる．そこで本節では，中国人大学生の日本語専攻学習者の日本語学習観・
学習方略および中国の日本語学習者に求められる「自然な日本語」の学習観および学
習方略に焦点を当て，関連する先行研究を概観しながら整理していきたい．  
 
2.1.1 中国における日本語学習指導要綱下での日本語学習観と学習方略  
 
中国の日本語教育における日本語学習観の変容過程について，中国国内の教育制度
を概観しつつ整理したい． 
 中国における日本語教育の基準として『大学日語専業基礎段階教学大網』および『大
学日語専業高学年段階教学大網』が設置されている．この『教学大網』は，中国の教
育部（日本の文部科学省にあたる）が，全国的に行ったサンプル調査の結果に基づき，
1989 年に『大学日語専業基礎段階教学大網』を定め，1990 年に出版したものである
（葛，2012）．『大学日語専業基礎段階教学大網』は低学年の教育目的，学習時間，教
育内容，到達目標，教授・学習の原則，そのほかの教育に関する注意点，評価などに
ついて詳述し，基準を規定している．『大学日語専業高学年段階教学大網』は高学年の
教育目的，カリキュラム，卒業論文，評価について規定している（葛，2012）． 
 この二つの『教学大網』は，全て中国教育部高等教育機関外国語専攻教学指導委員
会が 1998 年に告示した『関於外語専業面向 21 世紀本科教育改革の若干意見』（21 世
紀に向けての外国語専攻教育改革について）という通達に基づいて制定されたもので
ある（葛，2012）． 
この『関於外語専業面向 21 世紀本科教育改革の若干意見』では，中国の日本語教育
に求められる学習観が以下のようにまとめられている．  
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1) 聞く，話す，読む，書く技能と実際の応用能力の外国語の基礎能力を着実に
養う． 
2) 幅広い関連する学問分野の知識，外国語専門知識及び複合的専攻知識を把握
する． 
3) 外国語専門知識以外のある複合的専攻知識を身に付ける．  
4) 知識を獲得する能力，知識を運用する能力，問題を分析する能力，見解を独
自提出する能力と創造する能力を持つ．  
5) 思想的道徳的素質，文化素質，業務を遂行する素質，身体と心理的素質を育
む． 
（筆者による『関於外語専業面向 21 世紀本科教育改革の若干意見』の一部訳） 
  その中で，4 点目で取り上げた「創造力する能力」については，「創造する能力を
育むことはわが高等教育機関の従来の手薄な部分であり，課題を分析する能力と見解
を独自に提出する能力を育むことも，長期にわたる我が国の外国語教育を悩ます難題
である」（筆者訳）と示されている．また，実際運用能力については，「コミュニケー
ションと協力する能力，業務に適応する能力，意見を独自に提出する能力，討論する
能力，人間関係を築く能力，臨機応変な力」としている．  
こうした記述から，中国の外国語専攻教育は，従来の言語知識の学習，言語知識の
運用から，言語学習で如何に新たな要素と知見を創り出す，考え出すという考える力
に傾き始めたと考えられる． 
 また，教育方法と教育手段の改革も言及している．「①教育方法の改革は学習者の創
造する能力に着眼すべきであり，学習者の外国語のアイデンティティを持つことを重
視する．外国語を学ぶ際に，模倣と機械的に言語技能の訓練は必要であるが，学習者
の分析力，統合力，批判力，議論力及び問題提出と課題解決力を育むことに重点を置
く必要がある．②伝統的な教師依存の教授方法から，独自に学習する学習自主性を強
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調し，学習者の自らの条件に適応する独自学習する方法を育む必要がある．③教室内
の教授と教室外の実践を連携し，教室内では啓発，導く教授法を取り，学習者に考え
させる余地を与えることが必要である．それから教室外では学習活動を入念に設計し，
学習者が独自に学習・模索・実践と創造を行うように導くべきである」と述べている
（筆者訳）． 
 この言及から，外国語教育は教室内の教授で学ぶことから，教室外においても学習
を持続する学習自主性と独自の学習方略を身に付けるための思考力を育む方針が見ら
れる． 
 更に，その 2 年後の 2001 年に，変化する時代のニーズに応じ，『大学日語専業基礎
段階 1 教学大網』と『大学日語専業高学年段階教学大網』が改革され，そのうちの『大
学日語専業基礎段階教学大網』に「社会文化理解能力の育成」が追加された（葛，2012）． 
中国の外国語教育の基準とする『教学大網』が現代の変化する時代の中で制定と改
革を行う中で，中国における日本語教育学習観と教育観は，読む，書く，聞く，話す
という四つの基本的な技能に，日本文化，コミュニケーション，異文化理解が加えら
れている．その結果，中国の日本語教育においては，文法・試験対策・暗記主義の授
業偏重から，実社会での運用力（異文化コミュニケーション力，対人関係の維持，問
題提起と解決能力，独自学習能力と創造力）が求められるようになり，従来の教室内
の教授から教室外に学習活動を延長し，日本語学習のアイデンティティを持つ独自に
学習する能力を導く指導方針に向き始めてきていると捉えることができる．  
この動きの下，中国における大学の日本語授業も，従来の教育観と学習観を打破し
ようとする動きが見られている．具体的には，日本語学習観を調査し学習観，方略及
び教育観の在り方を分析することや教授現場での実践を通して改善方法を探るといっ
た試みがなされている．例えば後述する板井（2001），葛（2009）などが挙げられる． 
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2.1.2 中国の日本語専攻学習者を対象とした調査研究  
 
学習観（beliefs）とは外国語を学ぶ際，ある種の思い込みや信念が言語学習に影響
を与えることである．このような，学習方略に影響を与える思い込みや信念を学習観
という（中山，2005）．その定義は，「学習者や教師言語や言語学習に関して抱いてい
る個人的な信念や見解のこと」（近藤・小森，2012），あるいは「学習とはどのように
して起こるかという学習成立に関する信念」（市川，1995）といった表現で示されて
いる．また「学習を通して他文化の異なる点を認知し，逆に自文化に対する理解を深
める」（崔，2008）といった，異文化理解の視点に立った学習観もあげられている．
また，学習観は個人の経験に基づく価値観や評価によって形成されることが多いため，
その内容は必ずしも真実でなく，思い込みや偏った考えの場合もある（近藤・小森，
2012）とする指摘もある． 
近年，学習観が学習方略への影響が強く外国語学習に作用している．これについて
中山（2005）は，学習観が学習方略の選択に影響を及ぼすが故に，学習観を考慮した
外国語学習指導が必要である点を指摘している．学習者の学習観に基づく学習方略の
選択と捉え方によって，その後の学習効果が影響を受ける点も報告されている．「初級
レベルの時に許されていた間違いは，後で直すことが困難である」（Horwitz，1988） 
という学習観のように，中国の大学の日本語学習者の入学時に，今まで英語の外国語
学習で形成された学習姿勢のままで日本語学習を行うか，あるいは他の学問分野で蓄
積した学習信念や受験主義に基づき，日本語学習に取り込むケースが非常に多いこと
が推察される． 
一方，教師の視点からは，学習観とは，「何を教えるべきか，どのような指導方法
が有効か，どのような教師が理想的な教師か，教師とはどのような役割を担うべき存
在か」など，具体的な教授方法から理想的な教師像に至るまで，様々な側面について
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信念を持っていると指摘されている（近藤・小森，2012）．冷（2005）は中国の大学
の日本語専攻学科の授業の教師と学習者を対象とした調査から，「総合日本語」授業の
授業観は，「文法の説明」，「本文の説明」，「単語の説明」，「文法の練習」などの文法体
系的に重きをおいた講義型教授活動が中心に行われている点を報告している．また，
教師と学習者の双方による「会話練習」，「討論」および「ゲーム」などの創造性の高
いコミュニケーション練習は，今後力を入れない教授活動として位置づけられている
点が明らかになっている．更に，こうした状況にあって，日本語学習者は授業の中で
他者と関わり合う活動を通した社会文化的活動を望んでいる点も示されている．  
では，中国の日本語学習者はどのような学習観を持っているのだろうか，どのよう
な学習方略で日本語学習に取り込むのだろうか．こうした中国の日本語学習者の持つ
学習観・学習方略について調査を行った研究として，板井（2001），葛（2009），およ
び彭（2003）が挙げられる． 
 板井（2001）は中国の四つの大学で学習観と方略を調査し，「ある一定の学習方略
は学習観によって変化する」と述べ，「新しい活動を紹介すると，学習者にとって新し
い学習方略が現れ，結果的に学習観にも変化をもたらす可能性があるかもしれない」
点を指摘している．また，「教師は学習者を自律学習へ向かわせるよう指導しなければ
ならない」とし，新たな学習活動を導入する際に，新たな学習観と方略を学習者に定
着する上で，教師からの学習者への自律的学習への促しと働きかけが必要である点を
指摘している． 
また，葛（2009）は，中国の日本語専攻大学生が「道具的学習動機を持って，学習
の自己管理の重要性を認識しながらも，具体的な学習過程において教師に依存する傾
向が強く，どのように自律学習をするかについての考えは漠然としている」点を明ら
かにしている．また，学習者に求められる教育観・教師観については，「日本語学習の
モデルと目標であって，知識の教授者，学習の管理者と助言者」であるとしている．
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こうした指摘から，中国の日本語専攻学習者は，教師依存である学習観・方略をもつ
点が推察される．それ故，日本語学習の活性化を促す方法の一つとして，教師を中心
とする教室内の学習活動と教室外の学習者の自律・自主学習の連携を図ることがあげ
られる． 
 また，彭（2003）は中国の 13 所中国大学の日本語学科で日本語教育の現状に関す
るアンケート調査を実施し問題を整理している．その結果，中国の日本語学習方略に
関しては，「最初の段階では，学生の興味を引き立てるために，現象や有形のものを中
心に教えてもよいのであるが（その方が効果的かもしれないが），日本社会や日本文化
に対する学生の理解を深めるためには，言うならば，現象を通して本質に対する理解
を図るためには，表面的なことにとどめないで，考えさせる教え方が必要になると思
われる」と述べている．  
さらに，馮（2012）は，現在の中国大学の日本語専攻教育の下では，大学の四年間
の短期間でビジネスやメディア，教育，観光，商務，金融，科研などの業界で活躍で
きる人材を育てることは，非常に厳しいと述べている．その上で，大学 1 年と 2 年で，
学習者が聞く，話す，読む，書く，の４技能を鍛えると同時に，如何に学習者は 2 年
間で上級日本語に取り込むための効率的な学習方法と学習アイデンティティを身に付
けるが急務であると指摘している．ここでは，日本語学習に対する独自性のある考え
方の形成が求められている．この点については，『大網』に記されている指導方針であ
る「日本語学習のアイデンティティを持つ独自に学習する能力」と一致する点である．  
 上記の中国人日本語学習者の学習観・方略に関する先行研究から，中国の日本語専
攻学習者は，自分の日本語学習に対して改善の意識を持ちながらも，教師依存の学習
方略を取る傾向が見られる点が明らかとなった．また，従来の日本語学習観である「聞
く」，「話す」，「書く」，「読む」，の技能を如何に身に付けるかといった知識内容の伝達
を重視することから，時代のニーズに応じて，社会文化的理解を深め，日本語の思考
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力の育成といった実社会に密接に関連するような，より広い視野に立った日本語学習
観が求められるという傾向が見てとれる．  
この点について，于（2012）は「中国国内の外国語専攻で養成された学生は，しば
しば単一な人材であると言われている」と述べ，詰め込み式教育から考えさせる教授
法へ重視する必要がある点を指摘している．また，徐（2010）は，「これからの日本
語教育は，社会と実際の状況と密接に結びつかなければならない．学生の総合的能力
を育成するのに，力を入れなければならない」と提言している．  
 
2.1.3 中国の日本語教育における学習観・方略の実践の試み  
 
中国の日本語教育現場における実践を対象とした研究では，藤田・フランプ（2009），
福永（2013），鳥井（2012），劉（2007）および楊（2008）があげられる． 
藤田・フランプ（2009）は，中国における大学の日本語学科の学習活動に，教師主
導から学習者中心とする授業体制へ転換のきっかけとして，「ピア・ラーニング」を取
り入れたスピーチコンテストを導入する活動を行った．活動後に行った学習者のアン
ケート調査から，学習者はスピーチの準備に文法表現の意見交換を通して協力し合う
学習活動ができたこと，他の学習者と交流して日本語を学習するという学習方法が変
化したこと，およびピア学習活動への参加の意味を理解学習者がマイナス意見を持つ
ことに対し活動の意味を学習者に説明する必要があることが報告されている．しかし，
活動報告的な結果にとどまっており，学習者の学習方法変化の詳細に関する分析やピ
ア学習活動意味を理解していない学習者がマイナス意見を持つことに関する原因に関
しては解析されていない． 
また，福永（2013）は中国の吉林大学の日本語学科における日本語学習の問題点を
明らかにする目的で，日本の社会の生活場面の文脈を会話練習に取り入れてロールプ
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レイを行っている．その結果，学習者の発話分析から，表現の不自然さと表現の唐突
感，および表現内容の硬さと単調性が共通した問題であることを明らかにしている．
福永は，学習者に誤用の訂正や会話内容の指導および知識の補充が必要であると述べ，
日本の実社会に住んだことがない中国人大学生の日本語学習者にとって，表現の優高
さとよりよい方向に向かうには，「彼らの身近ではないテーマであれば一層困難になる」
と指摘している．この点に関しては，第 1 章に取り上げた中国人日本語学習者の学習
動機は経済性が有利であり，すぐに実用的なメリットを見出せることが日本語学習の
動機づけになる傾向が見られることから，中国人大学生の日本語学習者に新たな学習
形式を取り入れるためには，学習者に身近な社会で共感している物事を包括するよう
な文脈であることが必要であると考えられる． 
また，劉（2007）と鳥井（2012）は，中国人大学生の日本語学習者の中上級者を対
象に，作文教育にピア・レスポンスを取り入れた実践を報告している．劉（2007）は，
日本語専攻学習者 36 名を対象に 5 回の作文授業にピア・レスポンスを実施し，学習
者の実施後の作文学習観を調査したところ，従来の「書き手」意識のみ強く持ってい
た学習者の「読み手」意識が高まった作文学習観の変容が見られた点を報告している．
しかしながら，学習者同士の作文以外の関わる日本語学習観の変容については検討さ
れていない．「仲間作文への寄与」の傾向を持つ学習者同士では，作文の助言以上の情
報を持つことが推察される．したがって，「中国社会が情報化社会になりつつあり，昔
のように教師だけが日本語をはじめとするさまざま知識の情報源であった時代ではな
くなり，学生も多様なルートから知識や情報を手に入れられるようになった」（劉，
2007）ことからも，作文にとどまらず，それ以上の学習情報交換により新たな発見や
行動が促進され，より広い日本語学習観が得られると考えられる．こうしたことから，
中国人学習者同士が関わりながら行う学習行動を通して，日本語に関わる知見がどの
ように獲得されていくのか，その詳細を検討する必要があると考える．  
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また，鳥井（2012）は，中国人大学生の日本語学習の作文中の自律的推敲を促進す
ることを目標に，中国の大学 3 年生の一クラスの「日本語作文」授業で 1 年間ピア・
レスポンスを実施している．その中で，学習者の自律的学習は見られたが，読み手か
らのフィードバックを促進するための支援の在り方に関しては，活動中の分析的・批
判的読みの支援や教師による支援，グループ仲間の調整が必要である点が指摘されて
いる．こうした点から，中国人大学生の日本語学習観に関しては，ピア・レスポンス
のような学習者同士で行う協同学習では，学習フィードバックのやり取りを強調する
学習の「場」あるいは「環境」が必要である点が推測される．  
更に，楊（2008）は「総合日本語」授業の能動性を改善する目的で，グループワー
クを会話活動と翻訳活動に取り入れている．そこでは，新たな活動を教室に導入する
際に，翻訳活動では学習者の学習変容が見られ，会話活動では学習者の学習認識に合
致するような活動を修正する必要がある点を指摘している．しかし，そうした指摘は
学習者の学習視点から活動に対する学習認識にそぐわない会話活動の学習活動に限っ
た指摘であり，グループワークのような学習者同士における協同相互作用によって変
容するといった視点から如何に活動を補い合うかといった議論には至っていない．日
本語の知識，学習者，学習と関わる学習活動，どのような相互作用，どのような変容
過程で学習者の認識に「修正」を行うか，といった点に関しては検討の余地があると
考えられる． 
以上の先行研究から，これまでの中国の日本語学習改善としては，口頭コミュニケ
ーション，学習者同士協同学習，自律性を促す手法が多く試行されているが，次のよ
うな課題がみてとれる． 
1）学習者の学習方略変容の詳細分析が十分になされていない  
2）学習者に身近である実社会における共感する文脈での学習が必要である  
3）学習者間の学び合う相互作用の中で日本語習得との関係を検討する必要がある  
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4）協同学習の「場」あるいは「環境」の構築の検討が必要である．  
こうした点から，学習者のある一定程度の学習期間に渡って，より深い社会文化的
相互作用で学習が行われる詳細を検討する必要があると考えられる． 
 
2.2 中国人大学生日本語学習者の「自然な日本語」学習  
2.2.1 不自然な日本語表現 
 
中国人学習者は日本の環境から離れている外国語学習環境の下で日本語学習を行
うため，日本語の表現は聞き手の反応から再確認することはできない状況に置かれる．
また，周りに日本人がいる特別な環境に置かれない限り，多くの日本語学習者にとっ
ての「自然な日本語」は，教科書の会話練習時のロールプレイ談話練習やスピーチに
基づく練習を行うことになる．しかし，ロールプレイの会話練習はほとんど会話教科
書内容の繰り返しと暗記であり，スピーチは日本語のパフォーマンスの場と捉える学
習者も少なくない．また，会話やスピーチに使われる日本語はほとんど実社会の身近
な体験とつながらない教科書の「文脈」である．この問題について，福永（2013）は，
中国の日本語専攻学習者の上級者のロールプレイ発話に対し，不自然さの「唐突さ」，
「硬さ」，「単調さ」を指摘している．その原因は「日本に住んだことがない，日常ル
ールや習慣に関する知識が乏しい」ため，また「話題の導入」と「知識の補充」が必
要であると指摘している． 
また，中国の日本語学習者はインターネットでダウンロードした日本のテレビドラ
マや映画を「生の日本語」と認識している（葛，2009）．しかしドラマや漫画のセリ
フをもって自然な日本語と捉え学ぶ学習者の場合，話者の表現の背景状況（年齢，性
別，立場，時代，性格など）を十分に認識しないまま日常会話に持ち込む学習者も少
なくない（宿利，2012）． 
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また，福永（2013）は，中国人の日本語学習者の表現の問題に触れ，「中国の学生
はあいさつ言葉に関する知識があったとしても，なかなかとっさに口にできない．こ
こにも考え方の差が垣間見える．相手との距離感を図る上で重要なこれらの言葉には，
日中による習慣の差が思わぬ形で表面化しているのであり，これらは日本語を指導し
ていくうえで説明すべき点だと言えよう」と述べている．この言及について，例えば
電話をかける時の表現と言えば，単刀直入の伝え方に慣れてきた中国人の日本語学習
者はすぐ「もしもし，XX さんはいらっしゃいますか」を言い出すであろう．日本人
の考え方から表現すると，「もしもし，私は XX と申します．XX さんはいっらっしゃ
いますか」と伝えるのは自然に聞こえる．それは，いわゆる文化，考え方および「習
慣の差」による中国語的な日本語表現である．それを回避するためには，会話の量を
増やすことよりも，根本的に日本語そのものの文化的背景，言葉・会話の上下関係を
意識しない日本語の表現の仕方から改善することが重要であると考える．また，日本
語の語彙や文型の量に関わらず，「語彙力のある学生でさえ，会話が単調になりがちで
あり，しかも不自然で不明確になりがちである」（福永，2013）とする指摘がある．
それは，文型と文法，単に暗記で量を増やすだけに，いつ，どこで，誰に，どのよう
に使うかという文脈のつながりで練習することがなければ，場面に即してとっさに適
切な日本語表現を抽出できないからである．  
また，市川（2009）は，留学生授業のスピーチの不自然な表現を洗い出し教科書『み
んなの日本語』の文型と比較し分析を行い，「教科書に提示された限られた文型を忠実
に行うだけではフォローできない箇所を具体にどのように教えていくのか，『文脈化』
の重要性については注目されているが具体的な教え方はまだ少ない」と述べている．
続けて，「未習の項目が多い初級学習者に対して，不自然な文を許容してしまうのか，
またより自然な表現を学ぶまで待ってもらうのか，教師側の判断に迷う」とも述べて
いる．要するに，「今後は具体的にどのように教えるのか，学習者が不自然な文を作成
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した時，なぜ不自然なのか，またそれをどのように説明すればいいのかを検討してい
く必要がある」のである．こうした言及から，文脈における理解から「自然な日本語」
を学ぶ必要性が強調されている点がうかがえる．すなわち，文法の指導では，文法が
反映された適正な「文脈化」指導が欠かせない（川口，2004）と言える． 
さらに，崔（2008）は異文化コミュニケーションの視点から中国の大学における日
本語専攻学習者が抱える問題を検討し，次の２点にまとめている．  
1）「従来の受験・進学至上主義教育および伝統的な教育観の影響で，往々にして，
外国語の習得を文法や語彙だけの勉強とみなす傾向がある」．  
2）「受験至上主義教育のマイナス面としては,学習者の学習方法に問題がある．言わ
ば，学生は注意力を個別の言葉，文型の理解に集中して，言語の背後にある文化背景
への理解が無視されがちになる」． 
 こうした伝統文化観の影響で，中国の日本語専攻学習者は，初中高段階の日本語
学習において，受験能力の養成や，授業外時間を辞書調べ，単語暗記，文法のルール
の分析などに注いでいるため，日本語をいつ，どこで，どうやって実際にどう使うか
という実用のための考えを軽視する傾向にある．こうした，日本語学習の初期段階か
ら所持している学習観は，日本語学習の段階が進むにつれて，様々な日本語学習を妨
げる阻害要因になる可能性がある．その端的な例が，初級，中級日本語学習者によく
見られる不自然な日本語表現である．例えば，中国人日本語教師から見れば，「中国語
的な日本語」，すなわち母語意味を日本語に直訳した表現や単語の意味合いから文型の
状況に不適切な表現などがあげられる．また，言語学習が高レベル段階に進むと，表
現の壁が徐々に出てくる．例えば，日本人の曖昧，婉曲，遠回しの遠慮表現の習慣と
衝突な表現，自分の立場と主張を唐突に示す表現などである．初中級段階における中
国人大学生の不自然な表現に関し，趙・福岡（2013）の研究に基づいて以下のように
まとめることができる． 
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1) 母語の影響 
例：この時計を修理してください（直してください） 
2) 中国→日本語直訳 
例：わざわざいっらしゃってありがとうございました（お忙しい中）  
3) 対象者によって適切な表現に 
例：どこへ行きますか（どこ行く？硬い表現のイメージ）  
4) 文化知見欠如より失礼な表現 
例：あなたの名前は？ 
例：（道でのあいさつ）おばさん，こんにちは  
例：何か食べ物，ほしいですか 
学習者のこのような不自然な表現によるコミュニケーションの難渋が実際の場面
において話し相手に違和感を与えるほか，話者自身にも不愉快な感情に影響してしま
う．しかし，学習者の卒業後，日本での留学や，企業就職など，その後に直面する現
実のコミュニケーション場面は教師の手が届かないところにある．日本語教育現場で
は，正確な内容を伝達するより，学習者に如何に正確な内容を身に付けさせることが
重視されていると考えられる．中国人大学生の日本語専攻学習者にとって，自然な日
本語習得はいったいどのようなことであろうか．次節では，上記の問題と事情を念頭
に，本研究の枠組みを踏また上で，本研究で論じる自然な日本語学習とかかわる概念
の定義づけを行いつつ，先行研究を整理する． 
 
2.2.2 日本語教育における「自然な日本語」学習  
 
 中国人学習者にとって，「自然な日本語」とはどのようなことを指すのだろうか．
先行研究においても，その定義は多岐にわたっている．長坂ら（2011）は，自然な日
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本語を音声の観点から捉えている．そのため，日本人らしさを学ぶためには，日本の
テレビや映画などを用いて中国の学習者が自然な音声と日本語を習得することが有効
であると述べている．しかし，映画やテレビドラマ，アニメから役者の言い方とセリ
フを模倣することや暗記することは，その役者が演じる方の人柄，性格，置かれる文
脈，また当時の社会文化，話し手の情報などを視野に入れた上でその役者なりの言い
方でセリフを述べることを考慮する必要がある．「自然な日本語」と勘違いし，前述し
た不自然な日本語表現のような場面になってしまう可能性が高い．  
山元（2008）は，自然な会話と教室の中での日本語のギャップを縮小することを試
みている．具体的には，フランスの大学の日本語学習者を対象に，パワーポイントの
絵とアニメーションを駆使した文型を授業に導入する実践を行い，教室の主語から始
まる文型と実際の会話の中で主語抜きの文型の異なる表現について，学習者の理解を
図る実践を行っている．佐々木（2003）は，海外の日本語学習者に自然な日本語を理
解してもらうために，絵や実社会の生活場面の道具を用いて教室で説明するなどの工
夫を行っている．山元と佐々木の実践のねらいは，あくまでも実社会を道具で再現し，
学習者たちにイメージを浮かべることによって，その状況と文脈の中で日本語を理解
させる試みであると考えられる．このように，海外の学習にとって，場面や文脈を想
像させることは不可欠であると言える．  
 また，中国の大学生の日本語学習者は，書き言葉をそのまま会話に使う傾向がある．
一つの文を表現する際に，語順や文法の完全性と完璧性を求める傾向も見られる．ま
た，文を完全に終わらせるために，「~です」，「~ます」が多用される．それは教科書
の文型内容に影響を受けていることも一因としてあげられ，中国の教育的環境からの
影響でもある．中国の大学生は競争が激しい選抜入試を突破して日本語学科に入学し
ているため，中国語では上品な言葉遣いで話すことが言語レベルの高さを表すといっ
た意識が強い．そのため，日本語学習に対しても難しい表現を用いることは言葉を駆
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使する能力の高さが認められるとする認識を強く持っている．文脈や状況を考慮した
うえで，意味を考え，感情を込めて表現することは，あまり重視されていない．  
 この点について，崔（2008）は，次のように述べている．「2000 年に中国教育によ
り発布された『高等院校日本語科基礎段階における教学要領』では明確に『社会文化
理解能力の養成』という教学目標が定められている」点を報告している．教学内容に
関しては，「元の『言語』，『文字と語彙』，『文法』，『文型』，『ファンクション意念』の
上に『社会文化』の一項が付け加えられている」．また，「『高等院校日本語科上級段階
における教学要綱』は基礎段階教学要綱の延長として，大学日本語専攻の上級段階の
教学任務を『引き続き言語基本能力を磨き，日本語応用能力を向上させ，文化知識を
充実して知識蓄積や視界を拡大する』というように規定している」．そのため，日本語
専攻学習者の卒業生は，着実な日本語基本能力と応用能力を持つことが求められる．
すなわち，「自然な日本語」力が総合的な日本語力の目標を実現するための狙いである
と捉えられる． 
 
2.2.3 「自然な」日本語表現の捉え方  
 
 上述の中国大学生の日本語学習事情の紹介から明らかなように，中国の大学におけ
る日本語学習者は，文法重視（楊，2008），学習方略志向は教師依存傾向（辺，2013），
テレビドラマ・映画や漫画のセリフの表現の模倣（葛,2009），といった学習方略に基
づき日本語学習を行っていることがうかがえる．日本語の「自然さ」に対する関心度
は低い．しかし，池上・守屋（2009）は，自然な日本語習得を学ぶことの重要性を次
のように主張している． 
 「日本語教育では学習者に日本語らしさを求めない傾向にありました．そのこと自
体はもとより，当該の言語らしさとは何かに学問的関心が寄せられなかったことは望
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ましいこととは言えません．母語話者が違和感を覚えることは自然な認知的行為であ
り，そこには言語の特徴と言語使用の原理が潜んでいるからです．また日本語教師が
日本語らしい日本語を必ずしも教えてこなかったのに，日本語らしい日本語を獲得さ
れた大勢の方がいることも無視してはならないでしょう．すなわち，日本語らしさと
は，習得可能なのです．日本語らしさを目指して日本語教科書や日本語教育を考える
ことは，日本語話者が日本語を認知の営みとしてどう捉え，人とコミュニケーション
をしているかを発見することであり，日本語教育や日本語学が認知言語学に出会う貴
重な機会でもあると言えるでしょう．」（アンダーラインは筆者による） 
近藤・小林（2012）は「自然会話は，日常会話のように話の内容や参加者の役割，
話の進め方の自由度が高いものもあれば，会議，面接，インタビュー等のように限定
されるものもある．また，参加者の性別，年齢等の属性や親密度，人数及び会話の話
題等といった条件が統制されているものでも，参加者が自発的に行った会話は自然会
話と言える」と述べている．また，トーク番組や相談，インタビュー，ロールプレイ
といった特殊な話題が事前に定められた範囲での会話，会話の内容や流れが参加者に
任されている場合でも自然会話として捉えられるとしている（近藤・小林，2012）． 
中国は物理的に日本と離れているため，学習者は「見えない」環境の文化をネティ
ブと共感できない環境におかれている．「生きた」と言えば，まず日本語の自然さが問
われる．池上・守屋（2009）は，自然な日本語の学習について，「事態把握」を強調
している．すなわち，「状況文脈」の理解である．  
以上の知見を踏まえ，第 1 章では，東（2009）と趙・福岡（2012）の先行研究に基
づいて，「自然な日本語」について，1）文脈を把握し理解する 2）状況を把握し理解
する 3）文化社会的背景を理解する 4）理解し合う相互関係を構築すると定義してい
る点を再確認しておきたい． 
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2.3 社会文化的アプローチ 
2.3.1 社会文化的アプローチと第二言語学習 
 
本節では，ヴィゴツキーが提唱した社会文化的アプローチ（sociocultural approach）
に依拠し，日本語学習者と自然な日本語学習，またその学習と関わる他者に媒介され
る日本語知識を習得することについて検討する．  
ヴィゴツキーの社会文化的アプローチでは，学習を「文化的道具（cultural tools）
に媒介されて行為する」と捉えている．つまり，これまでの個人の行為を主体とする
学習観から，「他者や言語を含めた文化的道具に媒介され，変容していく有様として捉
えている」（吉田，2001）のである．また，ヴィゴツキー（1934）は，「子供が独力で
問題解決ができる現在の発達水準と，大人の指導下あるいは自分より能力の高い仲間
と協働で行う問題解決で見られる潜在的な発達水準との間隔を最近接発達領域」（the 
zone of proximal development；ZPD）理論を提唱している．この最近接領域理論か
ら，知識を教えることから，学習者の「最近接発達領域」に着目し，学習者に適切な
難易度のある課題と任務を提供し学習者同士の関わり合いで解決させる学習方法が提
唱されている．このような相互関係の学習を通して，学習者の主体性と動機づけが高
められ，また学習者の潜在力を発揮するように「最近接発達領域」を超えるような学
習水平に達することにより，次の「最近接発達領域」に進むと考えられている．した
がって，ヴィゴツキーが提唱した「最近接発達領域」から，学習と発達は，教授では
なく，学習者が学習者間や指導者との関わり合いを通して，自分の理解は形成され，
「学習」と「発達」が発展することが示されている．こうした「学習」と「発達」を
発展させ，また潜在的能力を引き起こす協同学習関係に対する理論は，相互学習の基
盤となっている．さらに，この学習理論に基づく学習者に対しては，主体性が求めら
れ，教授の本質が「教え込む」や「強化」から，潜在的な発達を引き起こす役割であ
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り，すなわち指導者の役割は「スキャフォールディング」（scaffolding）である「促
進者」や「支援者」の役割に当たる．このようにして，学習者の「学習」と「発達」
を前提にした場合，指導者の支援的な指導とともに，学習者同士の協働的学習関係，
また学習者自身が他の参加者との関わり合いによる影響を含む「学習活動」の重要性
が示される．例えば，学習者が一人でできないことを，「協同学習や模倣」（柴田，2006）
や「教師の協力や指導」（柴田，2006）などの関わり合いを通して一人でできるよう
になる学習活動を実際の教授と学習の中で如何に設計するのか，大きな意義が認めら
れる． 
 また，ヴィゴツキーの社会文化的理論が中国の大学教育の改革に影響する言及につ
いて，余（1994）は「学習者の現在の発達水準に留まらず，最近接発達領域に向ける
指導こそは，学習者の発達を促すと考えられる．つまり最近接発達領域を常に現在の
発達水準に移行させるためのプロセスが，これからの中国の大学教育改革の重要な点
である．」（著者訳）と述べている．また，余（1994）は，中国の大学教育の従来の伝
統的な個人学習や教え込む学習観と教育観の改善に，「ヴィゴツキーの社会的文化理論
に学習活動，またその社会的・協同的学習観と教育観は，中国大学生の素質の全面的
に発達させる大学教育改善を推進すると考える」（著者訳）と強調している．  
またヴィゴツキーの社会文化的アプローチ理論は第二言語学習の分野においても
注目されている．石黒 （2004）は，「領域に結び付いた活動の中でより有能な他者の
媒介（mediation）を得て，それが内化されることで発達が進むと考えている．先に
述べたような，「共感的他者との協働によって遂行できる程度の課題によって方向づけ
られた言語活動は，成人の第二言語発達のための ZPD を開く活動である」と述べて
いる．こうした影響に関連し，「現在第二言語習得および応用言語学の分野では様々な
社会文化的概念が生まれ，言語を知識として学ぶのではなく社会に根付いた活動を通
して習得するという考えのもとに，学習者状況に応じた言語使用活動にどのように取
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り組むかを分析する研究が増えて来ている」（根本，2012）とする主張がみられる．
すなわち，「第二言語習得過程を考察する上で社会文化的要因は切り離すことができな
いものであり，認知能力と社会文化能力は密接に係り合いながら第二言語能力の発達
に影響を与えていると言える」（根本，2012）のである． 
更に，石黒（2004）は，社会文化的アプローチの視点から日本語教育について次の
ように述べている．「社会文化的アプローチの立場では，学習を社会への参加過程とし
て捉える．この立場における学習者は，常に社会に参加しようとする（動的な存在）
として捉える」．したがって，社会文化的アプローチでは個人が学習と関わる文化的道
具との相互作用の主体性が強調される．つまり，日本語学習や教育においては，学習
者間や日本語母語話者，教師の間で，日本語および日本語学習とどのように関わりあ
い，相互作用関係を築くかという視点で捉えていくことが重要な点となる．  
 一方，本研究の目的は，前章で述べたように，「社会文化的アプローチ」の視点から
自然な日本語習得の問題を捉え，中国人日本語学習者の日本語学習における学習方略
に焦点を当て，日本語習得に向けた環境改善の手立てを提案することである．  
 そこで，社会文化的アプローチが自然な日本語習得に関する言及について触れてお
きたい．柴田（2006）は，日本語の話し言葉の特質を社会文化的要因に関し，次のよ
うに述べている．「どんな言葉もほとんど無意識的に発音されています．文法について
も同じで，動詞の形態変化（現在形，過去形，未来形など）や日本語の格助詞（が，
は，を，へ，に）の使い方などをいちいち意識して使うことはありません．こどもは，
学校へ入るまでに，これらの音節構造や文法上の規則を生活のなかで自然に習得し，
話しことばの中では無意識的に正しく使うことができるようになっています」．この中
で，日本語の日常会話の習得が日常的の「必然性」として示唆されている．しかしな
がら，中国の大学の日本語専攻学習者の場合，社会文化的アプローチの視点から如何
にその日常会話の「必然性」を捉えるかに関しては検討の余地があると考えられる．  
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また，日本語教育は，文法や語彙，発音といった言語形式である学習法に基づいた
個人能力を重視した学習観から，70 年代半ばにコミュニケーション中心の外国語を中
心とした学習法へと変化している．更に 80 年代以降は，日本語学習者のコミュニケ
ーション能力を高めることを重要視と見なされるようになっている（西口，2005）．
すなわち，日本語学習は個人学習から他者との関わりで学習成果を遂げる学習観へと
変化していると捉えることができる．また西口（2005）は，社会文化的アプローチの
視点から日本語教育を捉える際に，日本語学習は個人単位で如何に能力が高められる
かというよりは，日本語学習の場を如何に活用し学習者同士の関係性を築く中で学習
者自分自身との関わりを捉えることの重要性を強調している．  
 
2.3.2 アプロプリエーションと日本語学習 
  
社会文化的アプローチの視点から捉える学習観は，第二言語学習においては，吉田
（2001）では，「英語教育研究に持ち込むことにより，学習が単なる規則や情報の獲
得（acquisition）ではなく，学習者と他者・文化的道具との関わり，すなわちアプロ
プリエーション（appropriation）を通した文化化（ enculturation） ととらえられ
ることになる」と述べている． 
バフチン（1996）では，アプロプリエーションについて，言葉と他者との関係の点
から「他者のコンテキストの中に，他者の指向に奉仕して存在している．つまり，言
葉は必然的にそこから獲得して，自己のものとしなければならない」と述べている．
さらに，そのアプロプリエーション過程は「困難かつ複雑」と強調しているが，他者
との関わり合いによって確実に言葉を習得する必然性も示されている．  
さらに，吉田（2001）は，社会文化的アプローチの視点から英語学習のアプロプリ
エーションが実現される際の学習観を比較している．対象者は 2 週間という期間の対
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話を通しての分析となり，詳細な分析と検討は行われていない．また，研究上の課題
として，「社会文化的アプローチがこれまで第二言語習得研究でおこなわれてきた質的
な教室分析や談話分析とどのように異なるのか」を挙げている．本研究は比較を研究
目的としていないが，これまでの先行研究の分析を通して，社会文化的アプローチの
視点から第二言語習得の過程におけるより質的な分析をする必要性が示唆されると考
える．以上から，本研究では，第 1 章で取り上げた中国の大学生日本語学習者が抱え
る自然な日本語習得問題に着目する際に，学習の相互作用のある環境の媒介で日本語
学習方略如何に変容し日本語学習が作用されるかを検討し，またその過程のアプロプ
リエーションを詳細化する意義があると考える．  
Siegal（1996）は，学習者が第二言語を用いる場面における相手との関係や置かれ
る状況に適した表現を使用する能力といった「社会言語的能力」を表す主観性を提起
している．すなわち学習者が第二言語を用いる社会地位，また学習者が用いる第二言
語が関わる話し手との関係を関連付けて理解し，自身の学習法を持つ捉え方である．  
学習者が必然的に，他者や周囲の日常的な日本語学習情報と知識を，自身の捉え方
と照合しながら積極的に受け取り，日本語学習の再構築を行う．また，日本語学習情
報を取るための学習行動に対して学習者自身が周囲の学びの相手と交流の相手を近づ
け学習することの重要性が示されている．  
以上，本研究に関連する先行研究について概観し，整理を試みた．  
次章では，本研究の方法論について述べていきたい．  
 
<注> 
1 ここでいう「基礎段階」は大学の 1 年と 2 年のことで，「低学年」とも言われてい
る．これと同じように，「高学年段階」は大学 3 年と 4 年のことで，「高学年」とも言
われている． 
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第 3 章 研究方法 
 
 本章では，本研究の方法論として採用する「質的研究法」に関し，方法論的妥当性
を含め述べる． 
 
3.1 質的研究法 
 
社会現象や物事は常に変化している．そのため，「道順が定かではなく，正解は一
つではなく，研究プロセスで進行方向が変わるだけではなく，綱目系（社会・文化・
歴史的文脈）自体も変容する」（やまだ，2008）とする指摘もなされている．こうし
た研究パラダイムの転換の流れは，1960 年代頃に端を発している．この時代には，フ
ロイト，ジェームズ，ヴント，ピアジェ，ヴィゴツキーといった質的心理学の基礎を
なす諸理論が次々と打ち出された時代である．その後，物理学などの自然科学をモデ
ルにした，機械論的，客観的，数量的な測定によって心理学が展開されるという，行
動主義が隆盛する期を迎えている．その後，実験や統計を中心とした研究手法が批判
的に捉え直され，「表象の危機やそれと関連する意味自体が安定したものではない」と
いった批判もなされるようになった（中山，2010）．90 年代後半から，社会文化的理
論や社会構成主義の影響を受けた研究者たちにより，学習者や学習文脈および社会と
の関係から現象を捉えようとする質的手法を用いた研究が増大した（中山，2010）．
下山ら（2002）は，質的研究について，「何かという問いに対して」「同義反復めぐが
と断りをいれたうえで扱われるデータと結果の表示が質的であること」（下山・子安，
2002）であり，「言葉に限定せず，図や映像，音声など，物事や出来事の様態を写し
たり記したりしたもの全般が質的データである」と説明している  （下山・子安，2002） ．
すなわち，質的研究法の本質は，「体験を記述し，そこに含まれる成分，構成要素を明
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らかにし，他の類似の体験との関係において，この体験の特質・特徴を浮きだたせる
ところにある」（下山・子安，2002）と言える．本研究では，こうした特徴をもつ質
的研究手法を採用することにより，考究の対象についての特質・特徴を掘り下げ深層
的内面的な意味を探ることが可能となるため，方法論的な意義が高いと考える．  
一方，質的や量的データ分析に関する妥当性についての論争は依然として存在して
いる．例えば「行動科学のパラダイムにおいては，学力は客観的に測定可能であり，
カリキュラムの効果はテスト得点をもって測定可能と考えられてきている．しかし，
学習過程そのものの効果を検討しようとすれば，事前・事後のテスト得点の差異のみ
では不十分であり，カリキュラム評価の焦点はまさに『いかなる学習が展開されたか』
という展開過程に当てられるべきであろう」といった指摘もなされている．人間を考
究の対象とする教育領域での研究においては，ある学習過程を分析する際に，質的デ
ータの分析は必然的に求められる（後藤・生田，2007）のである．それ故，質的分析
の視点からデータ分析手法を教育分野に導入する動きが高まってきている．例えば後
藤・生田（2007）による報告では，教師ポートフォリオを活用した解釈的アプローチ
による質的カリキュラム評価は，どのような学習者がどのような過程を経たのかとい
う文脈においてのみ解釈可能となる，といった指摘がなされている．  
こうした方法論的な議論の中で，質的研究法は日本語教育や言語学習においても用
いられ数々の成果を上げている．質的研究法を日本語教育研究に導入した研究として，
次のようなものがあげられる．すなわち，学習者が母語と異なる日本語表現を用いて
日本の実社会や留学の日常的生活と関わる中で，言語感覚や自己感が新たに再構築さ
れるといった報告である（中山，2010）．更に，話す言語が変わると自分に対する感
覚（自己感）や社会との関係から生まれる感覚も再構築されるといった知見を見出す
研究も存在している（中山，2010）．本研究の第 4 章〜第 6 章で展開する学習者同士
の学習関係，および学習者が自身の置かれる環境と相互作用する中で築く学習プロセ
53 
 
スの分析を進める上で，こうした質的研究法の特質である，「指導者を含めた小規模集
団のなかで，成員が相互に自らの研究“成果”だけではなく，フィールドへの参入お
よびデータの収集から始まる研究の“プロセス全体”を開示し，密なる議論を重ねる
なかで，フィールドに活きる個別の方法を模索し洗練していく」（下山・子安，2002）
教育の在り方が示唆に富むものとなっている． 
以上から，本研究では質的研究手法を方法論として採用し考究を進めることとする． 
 
3.2 日本語教育と質的研究 
 
 近年，日本語教育において学習者の多様性を学習者の個別性として捉え，学習者一
人ひとりの学習過程を詳細に見ていく必要性があるとする主張がなされている（浜田
他，2006）．また，個々の日本語学習者を取り巻く学習環境の多様性（林，2005），学
習者と学習環境との相互作用的な関係（八若，2008）が，教育領域における研究の重
要なテーマとして取り上げられるようになってきている．例えば，八若（2008）は，
在日留学生している韓国人留学生 3 名を対象とし，来日後の日本語学習過程における
日本語学習の変容について分析を行っている．中国人大学生の日本語専攻学習者は，
大学 1 年から 2 年の 2 年間，初級と中級の日本語知識を学び，3 年から 4 年に進学す
る時，あるいは 3 年目から「2+2」プログラムで日本の大学に留学することになって
いる．このように，日本語学習の段階により置かれる環境も変化している．したがっ
て，学習者の学習段階に応じて変化する環境に応じて，どのような刺激や情報が求め
られ，どのような相互作用の中で，日本語学習を行うことが学習をより効果的に促進
させるかについて，学習者の体験のより詳細を掘り下げる形で，学習にかかわる現象
を考究する必要性が存在すると考えられる．  
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3.3 研究対象者 
 
次に本節では，本研究の分析対象となった日本語の授業が展開された U 大学につい
て触れておきたい． 
 U 大学は中国の該省にある国立の総合大学であり，教育部直属の国家重点大学 2111
校に指定されている．U 大学には外国語学院 2 が設置され，日本語，英語，ロシア語
の専攻学科の他に，ドイツ語とフランス専修 3 のコースもある．日本語学科には，各
学年 3 クラスあり，一クラス 30〜32 人が在籍している．初中段階の 1 年と 2 年は「総
合日本語」授業（第 1 章の表 1.1）を中心とし，他に会話，聴解，文化など様々の授
業が開講されている．「総合日本語」を担当する教師は担任のような存在であり，2 年
生までの初級から中級段階の日本語授業を受け持つことになっている．  
本研究においては，筆者が日本語授業の非常勤講師として勤務していた U 大学から
許可を得た上で，「総合日本語」授業を担当している一クラス（32 人）を対象とし，
一年次から二年次の 2 年間に渡って，授業実践のアクションリサーチと参与観察を行
った．本研究の対象者となった学生は全員 U 大学の日本語専攻学科の学生であり，大
学に入学する前はほとんど日本語の学習を行っておらず，日本語の基礎はゼロの状態
から学習を始めている． 
この U 大学の日本語学科において授業担当した「総合日本語」の授業での実践を 2
年間に渡り継続し，日本語学習の質的変容の分析を行っている．  
 
3.4 データ収集 
  
 質的研究では，「多くの場合，その研究者の専門性がフィールドでの課題や問題（た
とえば，授業研究）の解決に生かされるだろうという前提のうえで，フィールドから
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要請を受けるかたちで一定期間以上の関わりが始まる」（下山・子安，2002）ため，
本研究では，著者が対象となる中国の U 大学の日本語学科の「総合日本語授業」を担
当すると同時に，参与観察法を取った．参与観察法（participant observation method）
とは，「被観察者に対して観察者がその存在を明示しながら直接観察する方法．観察対
象となっている集団の一員としての役割を演じながら，そこで起こる現象を総合的に
長期にわたって観察すること」（近藤・小森，2012）と定義づけられている．こうし
た手法と合わせ，2 年前期と後期の授業実践を受けた学生を対象とし，来日後の体験
に焦点を当てた追跡的なデータ収集を行った． 
対象者に対し，2 年の前期では導入したジャーナル・アプローチを用いた授業実践
について参与観察を行い，観察記録としてデータ収集を行った．また，2 年の後期の
授業では，日本語学習における学習者の相互関係構築を目的とした実践を展開した．
具体的には，ジャーナル・アプローチの実践の中で展開された掲示板的な役割をもつ，
自由な書き込みページの「みんなの広場」に書き込まれた記述データ，および対象者
へのインタビュー調査，更に参与観察を通して記録した観察記録データを分析対象と
してデータ収集を行った．更に，上記授業の履修学生の中で，3 年生から日本の大学
に留学している対象者 6 人を対象とし，日本での生活環境の中でどのような日本語学
習体験をしているのか，インタビュー調査を行った．以上のようなデータ収集を行っ
た．データ収集期間は 3 年間に渡り実施した．具体的に，各章ごとに用いるデータ収
集の方法は下記の通りである． 
1) インタビュー調査（第 4 章，第 5 章，第 6 章） 
2) 授業実践の参与観察記録（第 4 章） 
3) ジャーナル・アプローチに記載されている学習者の日本語表現（第 4 章） 
4) ジャーナル・アプローチでの自由書き込み掲示板「みんなの広場」の記述（第 4
章） 
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3.5 データ分析 
 
インタビューによって得られた発話データ，質問紙調査による自由記述，参与観察
記録，および学習者がジャーナル・アプローチ（第 4 章）に記述した日本語表現は全
て中国語でテキスト化した後，日本語への翻訳を行った（一部の記述は，日本語の表
現のまま分析対象として使用）．また第 4 章と第 6 章のデータ分析は，質的研究法（北
村，2005，2007）に基づき，標題化，意味内容要素（meaning units）作成，サブカ
テゴリー，カテゴリー作成という手順で分析を行った．第 5 章のデータ分析は，SCAT
（大谷，2008）による質的分析手法により分析を行った．データ分析の信憑性に関し
ては，質的研究の経験を 5 年以上持つ複数の研究者間で共同して分析を行うことによ
り確保された．分析の結果は，各章に「階層的カテゴリー一覧」に示した．  
 
 
<注> 
1211 とは，中国教育部が実施した，21 世紀に約 100 校の大学を世界レベルに向上さ
せる改革計画である．計画には，重点学科の整備，学科体系の調整，デジタル図書館
やインターネットといった公共サービス体系の確立，教育インフラの改善などがあげ
られている． 
黄福濤編（2005）「1990 年代以降の中国高等教育の改革と課題」，高等教育研究叢書 
（81） 
2 外国語学院は，日本の大学の専攻学科にあたる．  
3 日本語や英語，ロシア語のように専攻学科ではなく，第二外国語を履修することが
可能であること． 
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第 4 章 他者と学び合う環境の構築 
 
4.1 はじめに 
 
日本語の学習は，言語としての日本語活用力の習得と同時に，文化としての日本語
理解を通して日本や日本人の精神性を学ぶことも重要な意義として存在する（中川・
神谷・李，2006）．しかし，外国人学生の日本語学習において，文法に偏った内容と，
そこから派生する，日常性を欠いた不自然な日本語力の習得という問題が存在してい
る．例えば，劉（2009）は，日本語学習者は日本語を話し，書く際，文法上大きな間
違いがなくても，唐突さや違和感がある点を度々指摘されると報告している．日本語
を学ぶ外国人学生にとって，いかに自然な日本語を理解し活用できる力を身に着けら
れるか，切実な課題であると考えられる．  
 また語彙や文法などの日本語を学習する中で楽しさを実感させることも重要な課題
であると考えられる．この点に関し，宋（2005）は，多くの中国の日本語学習者は日
本語文法に苦手意識を持ち，文法知識の理解に時間が割かれることから学習者の学習
意欲が高くならない問題性を指摘している．  
教科書で学んだ知見を活用し，学習者たちが自由に日々思ったことや感じたことを
生き生きと表現することで学習を向上させる場の提供は，日本語を学ぶ学習者の動機
づけを高める上でも不可欠なものであると考えられる． 
更に，学習者の学習状況の把握や授業外の学習活動支援は，授業という限られた時
間内では非常に難しいといった問題も存在している．これについて，金（2011）は，
学習者同士の自律学習，母語の影響克服，および日本人のものの考え方や習慣・文化
の配慮といった点を視野に入れた学習環境の構築が必要である点を指摘している．  
こうした問題に対するひとつの実践的な試みとして，学習者同士と教師との相互作
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用を通して学び合う「ジャーナル・アプローチ」があげられる．前章で紹介したよう
に，この「ジャーナル・アプローチ」は，多文化間教育の一環として，初級から上級
レベルまでの外国人日本語学習者を対象に開発された教育プログラムである．また倉
地（1994）が報告しているように，ジャーナル・アプローチは学習者間のやりとりを
核として，相互に自他理解や自他の文化理解が促進されるという特徴をもつ．  
本章では，ジャーナル・アプローチのこうした協同的学習機能を活用し，教師が参
与する相互作用を通した学習環境が築かれる中で，学習者の学習方略が如何に変容す
るかについて検討を行う． 
 
4.2 方法 
 
（1） 授業対象者 
 中国 U 大学日本語学科の 2 年生 32 名（4 グループ 8 名ずつ）． 
（2） 調査時期 
 2011 年 9 月から 2012 年 7 月までの 10 ヶ月間． 
（3） 対象授業 
 総合日本語授業（精読授業） 
（4） 活動内容 
 受講生 32 名を４グループに分け，物語のジャーナルの交換を行った（図 4.1 参照）．
活動は 2 年前学期と後学期の 2 回実施した．オリエンテーション時に交換ルールを説
明し，週に 1 回交換し，1 学期に合計 12 回の交換を行った．表 4.1 にジャーナル交換
ルールの詳細について示した． 
（5） インタビュー調査 
 全ての授業と成績判定の終了後，ジャーナル・アプローチに関する調査協力への承
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諾が得られた 12 名に対しインタビュー調査を行った．まず調査目的を説明し，成績
評価とは一切無関係であることを確認した．その後，個人情報の保護について説明し，
了解の上，実施した． 
 質問項目は，以下の 8 項目である． 
①物語を書くことで新たに気づいたことや発見したことがありますか，  
②リレー小説を書くことで，日本語に対する見方や感じ方という点で何か変わったと
思うことはありますか， 
③リレー小説を書くことで，日本語の学び方に対して，何か変わったと思うことはあ
りますか， 
④他の人に自分の文を見てもらったことや，指摘してもらったことについて感想を聞
かせて下さい， 
⑤前の人の書いた文を読んで一番印象残ったことは何ですか．その理由は何ですか，
⑥他の人の文章を読んで，自分が書くことに何か影響がありましたか，  
⑦リレー小説をやってみて，やりにくいと感じたことや，困ったこと等があったら聞
かせてください， 
⑧リレー小説をもっとやりやすくするために，どうすればいいと思いますか．  
 
 インタビューは一人に対し約 20 分間実施し，インタビュー内容は本人の承諾を得
た上で全て録音された．インタビューは前述した 8 項目の質問に沿って行われ，話し
の流れに柔軟に対応する形で半構造的に実施した．  
（6） 分析方法 
 本研究では，「物語」の記述内容，「みんなの広場」への書き込み，およびインタビ
ュー発話データを分析対象とした．記述内容や記述体験をふり返った記述が「みんな
の広場」（意見交換，感想，コメント，相互の指摘等）欄に多く見られ，また，教師に
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よる添削記述が学習者の相互活動を促進していたことから，「みんなの広場」欄の記述
内容を中心に分析を進めた．また，そうした学習者同士の相互活動の分析を補足する
形で，「物語」と対象者へのインタビューを組み合わせた多角的分析（triangulation）
を行った．インタビューは中国語で行われ，筆者が日本語に翻訳したものを分析の対
象とした．分析は質的研究を十年以上経験している研究者と共同で行うことにより，
データ分析の信頼性が高められた．  
 インタビューデータは，12 名の発話内容をテキスト化し，意味のまとまりを持つ記
述を意味内容要素（meaning unit）として切り取り，親和性の高いまとまりへと階層
化を行った（Patton, 2002; 北村,2005）．表 4.2 にカテゴリーおよびサブカテゴリー
一覧，表 4.3 に階層的カテゴリー一覧，および表 4.4 にジャーナル・アプローチで行
う協同学習の関係を示した． 
 
4.3 結果および考察 
 
インタビューデータ発話から 186 の意味内容要素が得られ，それらは 18 のサブカ
テゴリーに分類された．最終的にそれらは，「自身と日本語との関係の変容」，「学習観
の変容」，「相互学習」，「教師の指導方針」の 4 つのカテゴリーに集約された．以下，
カテゴリーごとの内容の詳細について発話をもとにみていきたい．  
 
（1）自身と日本語との関係の変容 
 このカテゴリーは，「日本語で表現する意志の形成」，「ジャーナル・アプローチにお
ける心理的変容」，「読み手意識が生まれる」，「書くことを通してできること」，「身近
な問題発見に引き付ける」，「創造性を育む」の 6 つのサブカテゴリーから構成され，
リレー物語を書く中で，日本語で表現することの意味を捉え直し，自分と日本語との
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関係が変容するものとして作成された．本研究対象者は，自分が表現したいことが伝
わらない，表現が適切かどうか不安，といった問題を自覚的に捉え，日本語は単なる
伝達手段としての言語ツールではなく，自分が表現したい思いを内包した心理的相互
作用の場であることを再認識している．これについて，学生 L は次のように語ってい
る． 
 「物語を日本語で書いて表現するのは難しいです．授業で学んだ文法などの知識を
実際に応用することは簡単ではないです．物語を書くことで日本語で表現するこ
とを学びたいんです」．（学生 L） 
 
 また学生ＬＸは，表現し合ってストーリーを完成させる過程の中で，他者を強く意
識し，伝え合う心理的な相互作用を達成感という言葉を用いて表現している．  
 
 「物語の最後に，完結としてちょっとまとめました．物語の内容でも書く過程で皆
さんの書く時間を調節することや物語についてのディスカッション，人物の設定
など，直面しなければならないことがたくさんありました．それを一つ一つ乗り
越えることができて初めて物語が完成したわけですから，しかも理想的な結末で
すし，とても達成感がありましたね」．（学生 LX） 
 
 また学生Ｗは，伝え合う心理的相互作用をほめられる体験を通して次のように語っ
ている． 
 
 「他人から自分の書いた文がいいとか，授業の内容をうまく活かせたねとかほめら
れたらとてもうれしいです．S さんに褒められたことがあります」．（学生 W） 
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 このように，学生 W はリレー物語を書く中での学び合い通して，他者からの褒め言
葉により，日本語表現への動機付けが高められていた様子がうかがえる．  
 学び合うという相互的な学習によって本人の中に生じた「見せたい」，｢表現したい｣，
「書きたい」という意欲は日本語で表現する意志の形成に影響を与えていると考えら
れる．これについて，表 4.4 で示していた学生 W と他学習者の「みんなの広場」を通
してのやり取りから，書く意欲が伝え合っている様子がうかがえる．  
 「（中略）一緒に頑張りましょう（学生 W）」，「W さんのスタートは本当にすばらし
い（学生 L）」（表 4.4）． 
  
（2）学習観の変容 
 このカテゴリーは，「ジャーナル・アプローチへの参与の意味付け」，「日本語観の変
化」，「日本語の学び方の変化」，「他者との関わりから学ぶ意識の変容」，および「状況
に合う日本語表現」の 5 つのサブカテゴリーから構成される．このカテゴリーでは，
物語を書く中で，日本語の学び方を再吟味し，日本語学習に対する考え方が変容する
学習様態を示すものとして作成された．対象者の多くから，リレー物語を書く中で，
「こういう題材は書くやりがいが感じられる」，「書くということが前より上達した」
といった発話が得られていることから，対象者はこの活動に参加するやりがいを見出
し，意味づけを行っている点が推察される．ある学生は仲間と書くことを通して，状
況に応じて学習方針や方法を変える応用力が身につくことについてこう語っている．  
 
 「この活動を通して，臨機応変に対応できる力が高められたような気がします．リ
ーダーとしての役目は大きいです．もし物語の内容が全体的につまらなかったら，
少し突飛なアイディアの設定を入れなければなりませんから，メンバーにちょっ
と変わった内容を考えるように督促します．毎週，物語の方向が変わります．私
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は続き方を工夫しています．つなぎが自然で，後に続く文に新発見が出るような
内容を工夫しています．ですから状況に応じた応用力が鍛えられました」．（学生
W） 
 
 また，ある学生はリレー物語の世界の中の相手との交流や物語を次に渡す相手との
交流を意識し，リレー物語を安心できる日本語表現の場として捉えている．  
 
 「私みたいに内向的で，日本人とコミュニケーションをあまり取れない人にとって
は，物語は仮想の相手と交流の場になるかもしれません」．（学生 L） 
 
 更に，ある学生は「中国語で考えないように心がけています」と述べているように，
物語を書く際に母語の環境を脱した思考スタイルにより，日本語的な思考スタイルに
移行することが意識されている． 
 以上のように，対象者には日本語の学びの変化と，それまで持っていた日本語観の
変化が認められる．実際，「日本語に対するイメージが変わりました」，「日本語という
のはシンプルな言葉で美しく表現できるというのが分かった」といった発話からも，
対象者の日本語に対するイメージと考え方が変化し，日本語学習に対する新たな捉え
方が生じている点がうかがえる． 
 ある学生は物語を書いてチェックしあうことを自分の知識の振り返り過程と認識し，
自分の誤用について指摘を受ける学習の相互作用から刺激を受け，知識を覚える学習
方法として認識できたことについて次のように語っている．  
 
 「授業で自分は理解したと思い込んでいる知識は，実は自分はまだ十分理解してい
ないですね．それは間違いを指摘されて印象に残りますね」．（学生 L） 
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「自分のレベルに対してはっきり認識することができて，自分の弱いところに気づ
くことができました．今後はそれを改善し，進歩していきたいと思います」．（学
生 F） 
 
 ただし，相互作用の学習形態では相手の意見や指摘に抵抗感を持つこともある．あ
る学生は次のように述べている． 
 
 「他人の指摘を受け入れられない時もあります．例えばどうして自分が間違ったの
か，どうしてこういう書き方だと不自然に感じられるのか」．（学生 LX）． 
 
 ジャーナルを通して他者が創作した物語を読んで理解する中で，日本語の学びとい
う視点や，自分とは異なる発想・異なる物事の見方に触れることにより，相手を理解
し受け入れるという，ことばの背後にある考え等にも思考がおよび，相互作用が形成
される点が看取される．言語学習における文化，文脈の理解といった点で注目される
点である． 
 このように学習仲間を受け入れることは，言語学習における環境を意識することに
つながっている．ある学生はこの点について次のように述べている．  
 
 「他人を指摘することによって自分も勉強になります．他人の文を修正しているう
ちに，自分が判断できないものや，本当に文法が正しいかどうかなどの疑問が出
てきます．グループのメンバーに聞いたり，教科書を調べたりして，自分がはっ
きりわかっていないところに気づくことができます，それを改善することが必要
ですね」．（学生 L） 
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 こうした学習観の変容について別の学生は次のように述べている．  
 
 「私は勝手に相手の文を直したりはしません．そういうのは相手に対して無責任な
行為です」．（学生 W） 
 
 活動開始当初は，お互いに指摘し合うことへの抵抗感があった．しかし，相手や相
手の文章を意識して書き進めていく中で，相手の文章へ敬意と責任を持って原動する
ようになっていった． 
 こうした気づきは，日本語表現における状況の意識形成を促進している．ある対象
者はこう語っている． 
 
 「今学期から日本語そのものの意味を理解することで日本語の勉強をしています．
できれば日本人の立場だったらどういうかなと考えるんです．（中略）具体的な
単語を思いつかないとき，中日辞典を引いて，辞典で引いたいくつかの単語を，
一つ一つ日中辞典をもう一回調べて，辞典の挙げられた例文を何回も読んでみて，
例文の言葉の話されている状況は私が語りたい状況に合うかどうか吟味します．
その中で一番相応しい単語を選んで物語に書きます」．（学生 W） 
 
 この言及から，対象者がリレー物語を書く中で状況に合う日本語表現を学ぼうとす
る姿勢が伺える．ある学習者が「中国語で毎回書きたい筋を考えてから日本語に訳す
という手順で書いていますから，日本語に訳した後の語順がごちゃごちゃになったと
きもあります．結局中国語的な日本語になっちゃいました」と述べているように，多
くの中国人学習者の抱える問題として母語が強く影響している．それが不自然な表現
や日本語の上達の妨げとなる要因になり得る．日本の文化背景や，話されている背景
68 
 
の環境に立って表現しようとする意識の変容はより自然な日本語の習得に重要な意
味をもつとと考えられる． 
 これについて，表 4.4 から学習者 L が他学習者と問題提起のやり取りが見られる．
その一部は以下のようなものである．  
 
 「当時の状況を強調するために，『働いている』を書いていた．正しいかどうかわか
らない」（学生 L）．という記述に対し，学生 Z は「過去のある時点に成立した事柄」
といった意味で「働いた」がより適切な表現であることを主張している．こうした議
論から学習者同士は文脈と状況を視野に入れつつ思考していると推察できる．  
 このように，書かれた文字から他者の書く意味に意識を向けること，ことばの背後
にあるその人の状況や思考スタイル，文化に意識を向けること，日本語の学び方に意
識を向けること，および状況に合う日本語表現に意識を向けることが日本語学習観の
変容に大きな役割を果たしていることが伺える．  
 
（3）相互学習 
 このカテゴリーは，「相互作用がもたらす思考」，「相互作用による学び合い」，およ
び「学び合う相手との関係の構築」の 3 つのサブカテゴリーから構成されている．本
カテゴリーは，学習者同士がジャーナル・アプローチを通して日本語の学習環境を構
築していく過程を説明するものとして作成された．  
 全ての対象者はリレー物語を書く中で新たな発見や気づき，相互の意見を通して学
びができることを再認識している．この点について，ある学生は次のように述べてい
る． 
 
 「何かを読んだら，あ，なんだ，自分もこういう書き方の文法を授業で既に学んだ
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な」．（学生 W） 
 
「リレー物語は，グループメンバーの間ではお互いディスカッションしたりして勉
強になるいい機会だと思う」．（学生 E） 
 
 このような言及から，仲間の文章を読み相互に刺激し合う仲間との協同的学習環境
の中で新たな気づきが生まれ，それは，日本語の学習において学びのふり返りという
点で有用である点が本人にも自覚されていることが見て取れる．これについて，ある
対象者は次のように述べている． 
 
 「『席を移す』を『席が引越し』と書いてしまったことがあります．次の日の授業の
休み時間に，W 君がノートを持ってきて，説明しに来たことを覚えています．そ
の時初めて分かりました．中国語の『引越し』は家の引越しと席の移動の両方を
意味がありますが，日本語での『引越し』はただ家の引越しを指すというのが分
かりました．彼が指摘してくれなければ，今でも間違っているかもしれません」．
（学生 Z） 
 
 これについて，表 4.4 の学生 F が「みんなの広場」で質問した「先生『そんな』と
『そんなに』の使い方は間違いやすい，教えていただけませんか」に対して，他の学
習者からの「授業で学んだ文法の活用だね」（学生 N）というコメントが見られてい
ることから，他者の学習行動をモニタリングし，既習の学習内容が活用されている点
が推察される． 
 またある対象者は次のように語っている．  
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 「この活動は皆の思い出の場所になります．物語を通してお互い気持ちを交流させ
ました．小中高時代と違って，大学でのこういう交流は少ないんです」．（学生 L） 
 
こうした発話から対象者が日本語の相互学習関係の設立をお互い伝え合う気持ち
の交流と捉え，学習者同士の関係は，よい学習関係を維持するパートナーとして意識
されている点が看取される．この点についてある学生は次のように述べている．  
 
 「物語を考えながら，他人が自分の文を読んでどう考えるかどうつなげていくかを
意識します，皆一緒に作る物語という活動だから，ただ自分が自分の文を書き終
わればいいという考えではいけません．他人の書くことをフォローする必要があ
ります．相手がつなげやすいかどうかなど，ヒントを残せばいいと思います」．（学
生 LX） 
 
 この活動は，様々な問題を直面する他者との協同作業でもあり，他者の考えや関心
を持ち，他者の立場で考える機会としてお互いの関係を捉えている．こうした過程を
通して学習者間をつなぐ日本語学習の意義が高められていると考えられる． 
 
（4）教師の指導方針 
 このカテゴリーは，「ジャーナル・アプローチにおける教師指導の役割」，「教師とし
ての言葉がけ」，「教師の指導に対する評価基準」，および「教師によるジャーナル・ア
プローチへの関与の原則」の 4 つのサブカテゴリーから構成される．本カテゴリーは，
ジャーナル・アプローチの活動における教員の指導・助言という関与のあり方につい
て説明するものとして作成された．  
 学生が完全に自分の力で自由に書くのであれば，不適切の表現のまま認識してしま
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う等の問題がある．そのため，教師による適切な判断や正しい方向へ導くことが必要
である．これについて，ある学習者はこう言及している．  
 
 「先生のご指摘は，長年日本に住んでいた経験に基づいて正しい言い方を判断した
もので先生の指摘がなければ，自分の書いた文は正しいかどうか ,つい疑ってしま
うんです」．（学生 L） 
 
 ネイティブの言語環境を離れている中国の日本語学習者は，場面を意識して日本語
を使う機会を作っても，表現の適切さを判断するのは非常に困難である．このような
場合，教師の助言と指導が必要となる．これについて，表 4.4 に示したように，学習
者が確信できないところや誤りが見られている．例えば，「正しいかどうか分からない」
（学生 L），「『眠れない』は『眠られない』に替えてはどうですか」（学生 S），といっ
た記述である．そこでは，教師による即自的なフィードバックによって訂正されより
適切な表現に関する情報提供がなされることが求められている．  
 更に，学習者の動機付けを高めるほめる言葉や激励の言葉がけが有用である．この
点について，ある学生は次のように述べている．  
 
 「先生の指摘は，褒める，文法ミスの修正，そして励ましの 3 つのタイプですね．
この中で一番大切なのは文法ミスの修正です．皆やっぱり自分の文法ミスを先生
がどう指摘したか関心を持っています．ほとんどの学生はそう思っています．毎
週，先生からのコメントが戻ってきた時，皆やっぱり先にそれを見るんです」．（学
生 LX） 
 
 「皆のやる気が出ない時やうまく行かない時に，先生が励ましてくれて，やっぱり
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先生の存在は必要です」．（学生 L） 
 
 「先生の関与は必要です．専門的な指導をしてくれて，そして私たちの学びを方向
づける役割も果たしてくれます」．（学生 Z） 
 
 こうした発話から，学習者が戸惑っている文法の課題に対して，教員が即時的に判
断し指摘することの重要性がうかがえる．また，教師の指導にも明確な評価基準が示
されることは必要である．ある学生はこの点について次のように述べている．  
 
 「前学期より皆さんの積極性を高めました，先生は評価の基準を明確に示してくれ
ましたから」．（学生 C） 
 
 このように，明確な評価基準を提示することが相互学習の動機付けを向上させるこ
とに影響を与えていると考えられる．すなわち，教師は学習者の学びを方向づける重
要な役割を担っていると考えられる．ただし,ジャーナル・アプローチの実施の原則で
ある，本人の文章を直接修正するのではなく，本当に支援してほしい部分に対してフ
ォローを入れることである．この点について，ある学生は次のように述べている．  
 
 「先生の存在は，物語の文脈のようですね．物語は私たちをつなげますが，先生は
さらにその上の存在で，私たちと物語全体を方向づけてくれています」．（学生 LX） 
 
4.4 まとめ 
  
どのように教育的なはたらきかけをすれば自然な文脈の中で用いられる日本語の
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学びを深めることができるのか．この問いに向けて，本研究では中国の大学の日本語
専攻の大学生を対象とし，ジャーナル・アプローチを活用した協同的学習の実践を行
った．この実践の中で，「書く」行為を通して学習者がどのように生きた日本語を習得
していったか，授業受講生の学び体験の回顧的インタビューの分析を通して検討を行
った．その結果，日本語専修の中国人大学生が他の学習者や教師との学びの過程にお
いて，（1）自分と日本語とのの関係が変容し，（2）日本語の学習観が変容し，（3）相
互に学び合うかかわりを通して学びが深化し，（4）そうした学びを教師が方向付けて
いく,という一連の学習方略が，状況に応じて適切に表現する自然な日本語の学びに重
要な役割を果たす点が明らかにされた．  
 また今回の活動では，学習者が関心をもつ身近な生活の題材を選ぶことで，言語背
景に存在する文化の学習と理解を促進していた点も示唆された．ジャーナル・アプロ
ーチ活動の特徴として，学生自主運営であること，成績評価の対象とはならない自主
学習活動であること，および，学生が自分たちで選んだタイトルについて本当に心か
ら書きたいこと（物語）を書くことがあげられる．物語自体，様々なジャンルが含ま
れることから，この活動を通じて，教科書で学んだ内容の応用，自然な日本語表現力
の練習，および日本文化を意識した物の考え方の理解が期待できる．また，物語のシ
ーンや日本語のセリフなどを想像しようとしたり，想像した場面を表現しようとした
りすることが，学習者の学習意欲を高めていった点も示唆された．更に，物語に盛り
込まれた文化や事象を，日本人の考え方や日本の文化を意識しながら理解しようとす
る意識も形成されていった． 
 この活動では，学習者同士の関係性から学ぶこと，そして異なった考えを持つ他者
との共同の理解を目指すかかわり行動も重要な役割を果たしていた．こうした関係性
からの学びに，表 4.4 に示した協同学習の関係にメタ認知活動による学習が確認され
ている．佐藤（2003）によるメタ認知の変化に関する研究で指摘した学習者が協同学
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習を体験することで，認知面と情意面の相互作用によってメタ認知が変わっていく点
のように，例えば表 4.4 に示した学習者 W は，「みんなの広場」でリーダーの支援的
役割を果たすことと思われる励まし言葉の提示「皆さんのすばらしい内容を楽しみに
しています！一緒に頑張りましょう」との記述があった．それに対して，他学習者は
学習者 W が提案した生活身近の話題を学習題材にしていることの気づきと日常的内
容から学習情報の収集に良い手法であることがうかがえる．またそれに対して，教師
も文法表現の訂正のほか，学習者たちの学習関係を気付いた時点で支援的励まし言葉
を「みんなの広場」に記述する．こうしたように，学習者と教師がジャーナル・アプ
ローチである学習の場を通してメタ認知活動が展開され，身近の他者と日常的学習文
脈を用いて自然な日本語学習に取り込む学習活動に重要な役割を果たしていることが
確認されている．  
また学習者には日本語学習を取り巻く人間関係的な文脈の変化も存在していた．あ
る学習者が「物語を書くことを通して，グループメンバーの性格が分かります」と語
っているように，単純に文法能力とコミュニケーション能力を高めるだけではなく，
他者を知り，そこから自己を見つめ，自己実現を図るといった点も，ことばを学ぶこ
とのひとつの重要な意義と捉えることができる．  
 本研究の実践では，主に教室外の活動を中心に行ったが，今後は授業内での実践と
連携していくことも重要であると考えられる．今後の課題として残される．  
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図 4.1 ジャーナルの例  
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期間  前学期 2011 年 9 月～ 2012 年１月  
後学期 2012 年 3 月～ 2012 年 7 月  
交換方法  ・ジャーナルは４冊，４グループ（８名）に１冊ずつ
配布  
 ・寮単位で分ける． 4 名の男子学生が各グループに 1
人ずつ入り，各グループのリーダーがジャーナルの交
換手続きを管理  
テーマ  ・初回の授業時に各グループのメンバー間で書きたい
題材について話し合って決める  
字数  ・毎回， 200～ 400 字の範囲で書く  
内容  １．物語  
前の人の書いた物語文章を受けて物語を創作し書きつ
なげる（図１の物語部分）  
２．みんなの広場  
・他の人の書いた文章の感想や教師のコメント等に対
し て 思 っ た こ と を 自 由 に 記 入 （ 図 １ の み ん な の 広 場
欄：下記例の右側）  
フィードバック  ・毎週月曜日に教員に提出．教員が添削後，翌週月曜
日に各グループに返却．  
スピーチと討論  ・木曜日の授業開始 10 分前に物語についてスピーチ・
討論を行う  
 
  
表 4.1 ジャーナル交換ルール  
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カテゴリー  サブカテゴリー  
自身と日本語との関係の
変容  
日本語で表現する意志の形成  
ジャーナル・アプローチにおける心理的変
容  
読み手意識が生まれる  
書くことを通してできること  
身近な問題発見に引き付ける  
創造性を育む  
学習観の変容  
ジャーナル・アプローチへの参与の意味づ
け  
日本語観の変化  
日本語の学び方の変化  
他者との関わりから学ぶ意識の変容  
状況に合う日本語表現  
相互学習  
相互作用がもたらす思考  
相互作用による学び合い  
学び合う相手との関係の構築  
教師の指導方針  
ジャーナル・アプローチにおける教師指導
の役割  
教師としての言葉がけ  
教師の指導に対する評価基準  
教師によるジャーナル・アプローチへの関
与の原則  
 
 
表 4.2 カテゴリーおよびサブカテゴリ一覧  
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カテゴリ  ー サブカテゴリ
 ー
標題 発話 
自身と日本
語と 
の関係の変
容 
日本語で表現
する意志の形
成 
ほめられるう
れしさ 
他人から自分の書いた文がいいとか，授業の内容をうまく活かせたねと
かほめられたらとてもうれしいです．へへ（笑う）．Xさんに褒められた
ことがあります． 
見せたい チャンスがあったら，部活で私達の物語披露したいと思います 
表現したい 物語を書くことで日本語で表現することを学びたいんです． 
伝わらない みんなのレベルにはばらつきがあります．例えば，他人が自分の文を読
んで，難しいとか読んでも意味が伝わらないとかがあります．同じよう
に，自分は他人の文を読む時にこう思う時もあります 
ふさわしい表
現 
L さんは毎回新しいアイデアが出てきますが，時々言葉の話している状
況に相応しくない表現がでてきます 
自信がつく 物語を書くことを通して，日本語の勉強に前より自信を持つようになり
ました． 
やる価値の認
識 
Z 君はやる気が低いです．本人は物語を書くことは効果がない，自分に
役立たない，書くのがめんどくさいと言っていました．でもまだ頑張る
必要があります． 
作家の気持ち 内容の設定は難しいです．私達は作家ではないので． 
ジャーナル・ア
プローチにお
ける心理的変
容 
性格 物語を書くことを通して，グループメンバーの性格が分かります．例え
ばSさんはホラー系が好きで，彼女はよくホラーシーンを書くのが好き
です． 
考え方 また，他人の文を見ることで，他人の考え方が分かります． 
思考の比較 皆一緒に議論して，自分の考えはこうだ，また他人の考えはこうだ，但
し本当はこう書くべきだ，みたいなお互いの認識をする過程です 
独自性 皆さんで一緒に創った物語に私達のそれぞれのオリジナリティが含まれ
ています． 
読み手意識が
生まれる 
見られる 日本語学科の「草原桜社」グラブが創った新聞は私たちの物語を掲載し
たことがあります． 
他者意識 他人の内面の考え方や自分と違うところを見ることができます． 
書くことを通
してできるこ
と 
指摘 物語の最後に，完結としてちょっとまとめました．物語の内容でも書く
過程で皆さんの書く時間を調節することや物語についてのディスカッシ
ョン，人物の設定など，直面しなければならないことがたくさんありま
した．それを一つ一つ乗り越えることができて初めて物語が完成したわ
けですから，しかも結末も理想ですし，とても達成感がありましたね．
へへ（笑う）． 
内面考えの表
現の練習 
物語はいろんな範囲におよびますね，恋愛とか，自分の求める夢とか，
何かの矛盾に陥った時とかそういった内面的な考えの描写が必要です
ね，いい練習です 
語彙を使う 物語を書く時，語彙や文法を物語の背景に合うによう使うので，書いて
みたら思ったより簡単で，学んだものを自由に生かせたと思います． 
見回りの問題
発見に引き付
実社会 こういう題材は現社会のある問題が反映されているからです 
社会現実 大都会での選択と誘惑がたくさんあります．この物語は社会現実の問題
表 4.3 階層的カテゴリー例  
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ける が反映されています．私たちの身近に潜む現実の問題です 
創造性を育む 
場面想像 まず書きたい物語のプロットのあらすじを頭で考えてみて，そして物語
の場面を想像して，日本語でその枠組みを決めます 
展開を創造 物語の展開に沿って書いたら面白いんです．単に一つの句を作るという
練習よりはずっと面白いです．一つの句を作るなら，私は日常的（に使
う）簡単な句に考えがちです．バラエティーが足りないです． 
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学習者 「みんなの広場」 
本人の考え 
（インタビュー） 
他学習者の考え・気づき 
（インタビュー／みんなの
広場） 
教師のフォロ  ー
（みんなの広場） 
学生W 
皆さん，今回の小説
のスタートですが，
内容はちょっと多
くなっちゃったん
だ．皆さんのすばら
しい内容を楽しみ
にしています！一
緒に頑張りましょ
う 
私がこの題材を提
案しのです．グルー
プの皆さんはとて
も賛成してくれま
した．こういう題材
は現社会のある問
題を反映されてい
るからです，皆もこ
ういう題材に詳し
くて，毎週物語りの
展開について意見
交換もしています． 
W さんのスタートは本当に
素晴らしい． 
（学生L・みんなの広場） 
 
W さんは人気ドラマを元に
初回を書いてくれたので，内
容や題材が我々身近にある
ものですから，続きを書きや
すいんですね 
（学生L・インタビュー） 
「重い生活の圧力
を背負って」→「重
い生活のプレッシ
ャ ･ー･・」  
皆さん,良いスター
トだね，活気のある
物語りのようだ．楽
しみにしているわ．
頑張ってね． 
学生L 
当時の状況を強調
するために，「働い
ている」を書いてい
た．正しいかどうか
分からない． 
私たちの一般的な
問題は，いかに日本
語らしい日本語を
書けることです．先
生のご指摘は，長年
日本に住んでいた
経験に基づいて正
しい言い方を判断
したもので，私たち
は正しい言い方を
覚えます．先生の指
摘がなければ，自分
の書いた文は正し
いかどうかつい疑
うんです 
ココの「て」は「で」と間違
っていたでしょう，そして
「かつて」は「過去のある時
点にその事柄が成立したさ
ま」という意味だ．だからこ
この「働いている」は「働い
た」にかえてもいいと思う 
（学生Z・みんなの広場） 
「働いている」のほ
うが良い 
教師の判断 
学生F 
先生「そんな」と「そ
んなに」の使い方は
間違いやすい，教え
ていただけません
か 
教科書ばかり見て
は物足りないんで
す．教科書以外のも
のを聞いたり書い
たりする必要はや
っぱりあります．物
語を書いて，如何に
自然な日本語表現
を書くかを心かけ
授業で学んだ文法の活用だ
ね 
（学生N・みんなの広場） 
そんな＋名詞 そ
んなに＋述語 
表 4.4 ジャーナル・アプローチで行う協同学習の関係 
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ました 
学生Z 
「眠る」は動作を強
調して，「眠れる」
は状態を強調する．
「眠られない」のほ
うがいいと思う． 
自分は自分のミス
を見つからないん
ですよ，見つかって
も印象に残りませ
ん．先生や他人の指
摘で印象に残りま
す．宿題なら，先生
が直してくれて返
してきてもあまり
見ないんですよ，但
し，物語りは必ず見
ます．面白いから．
へへ（笑う）． 
これはどういう意味？「眠れ
ない」は「眠られない」に替
えてはどうですか（学生S・
みんなの広場） 
「今晩は眠れない
夜になりそうだ」に
訂正 
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第 5 章 社会生活の中での日本語体験を通した学習観と
学習方略の変容 
 
5.1 はじめに 
 
近年交換留学制度が多くの大学に導入されている．中国の大学の日本語学科におい
ても「2+2」（ツイニング・プログラム）という，大学 3 年の日本語学習者を協定校や
交流校に派遣し日本での生活を送る中で日本語をより深く学ぶ機会を提供する制度が
実施されている．こうした制度の背景には，日本語学習は日本語が用いられている日
常的な生活空間において日々言葉を交わし合う日本語環境に身を置き，言葉遣い，話
し方，表情，および身振りなども含めて聞き取り，感じ取り，受け止め，そして自分
の思いを表現に託して相手に返すというやり取りを繰り返す中で，既習の日本語知識
とともに，日本語学習が再構築されるとする考え方が存在している（村上・後藤，
2006）・（孫・山本，2009）． 
その一方で，来日した留学生の中にも，来日前には不得意であった日本語学習のあ
る部分が短時間で上達する学生も存在すれば，逆に日本の環境にいるものの，日本語
学習は相変わらず変化がない留学生も存在している．こうした外国語学習と学習環境
との関連性に関し，来日後の留学生の日本語学習に着目した先行研究もいくつか存在して
いる． 
まず，濱田（2012）は，留学生を対象とした日本語課外補講の実践から，学習者の日本語
の習熟度のばらつきが大きい点を指摘している．また，許ら（2014）は，日本・中国・韓国の学
習者を対象とした日本語によるコミュニケーション能力についてアンケート調査を実施している．
学習者の置かれた状況とニーズを中心とした分析の結果，日本語によるコミュニケーション環
境を設けることが急務である点が指摘されている．また，許夏玲（2013）は日本に 1 年間留学
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生した 6 名を対象とし，対象者が用いた文法構造の変化を中心とした分析を行っている．さら
に，内丸（2012）は日本の大学に在学している日本語力中上級者の留学生 36 名を対象者と
し，学習ニーズを調査した結果，「文法・文型，語彙を段階的，かつ体系的に学ぶことを希望
しており，アカデミックな場面での日本語も日常生活での日本語も必要」とする報告を行って
いる．すなわち，対象者の状況に応じて基礎から応用に至る幅広い場面を想定した日本語学
習が必要とする指摘である．他方，張（2011）は，来日後短期間で日本語が熟達した外国人
留学生２名を対象とし，来日後の日本語熟達過程を分析し，日本語母語話者との関わりの中
で日本語の使い方を学ぶ重要性について指摘している．しかしながら，対象者は短期間日本
に滞在した経験を持つ日本語熟達留学生２名に限定されており，日本語学習と外国語学習
環境との関連性については触れられていない．これらの先行研究は，来日後の留学生を対象
としたニーズ調査や，日本語での学習の状況に焦点を当てた研究にとどまっており，来日後
に，どのように日本語を感じ，考え，学習し，日本語能力がどのように変化していったのかにつ
いて，体験を詳細に描写し分析した研究は皆無である．日本での日常生活を通した日本語の
習得の分析においては，それまでに学んだ内容や学習方略についてふり返り，日本での日常
生活や文化，文脈における日本語そのものの位置づけや新たな気づきといった学習者の「内
面に深く立ち入った分析が不可欠となる」（北村，2005）と考えられる． 
そこで本章では，中国の大学において日本語専攻の授業を通してジャーナル・アプ
ローチを体験した学習者の中で大学 3 年次から「2+2」プログラムで来日した 5 名を
対象とし，日本語習得過程について考究する．そこでは，日本での日常生活の中で，
周囲の環境から様々な影響を受け，周囲の環境に関わりながら如何に中国の大学で学
んだ日本語の知識を活用して新たな環境で学ぶかという，日本語学習方略の変容過程
に焦点を当て分析を行う． 
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5.2 本調査の概要 
 
本節では，対象者，データ収集，および方法について述べる．  
 
5.2.1 対象者 
 
第 4章の対象者のうち，5名が 2年間の中国の大学の日本語専攻課程を経た後，「2+2」
プログラムにより，日本の留学生活を通して日本語学習を深める目標で来日した．本
節では，その 5 名を下記の基準に基づき対象者として選定した．  
1）中国の大学の日本語専攻の学習者であり，中国で日本語専攻の教育を 2 年以上
受けている 
2）留学の目的で来日し，日本に 6 ヶ月以上滞在している．なお本節では，日本語
専攻学習者の来日当初の日本語の実用的な問題も調査内容の一部に設定したため，よ
り記憶の新しい期間でデータ収集を行うことを考慮し，滞在期間を 6 ヶ月に設定した． 
 
5.2.2 データ収集 
 
 本節では，来日中の中国の日本語専攻学習者を対象者とし，来日後の日本語の習得
過程の体験の詳細をより深く理解すること，および体験のもつ意味を分析対象とする
ことから，研究方法として，調査対象者の体験の詳細を分析する一連の研究を行って
いる北村（2005）に基づき，質的研究法を採用した．調査は半構造的インタビュー
（semi-structured interview）を用い，深層的（in-depth）かつ自由回答的（open ended）
インタビューにより実施した．質的研究法を採用する方法論的な妥当性として，下記
の点があげられる．すなわち，本節では，中国の日本語専攻学習者が来日後に日本語
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の学習を持続し，日本の社会の中でどのように日本語習得の体験を蓄積していくのか，
その詳細を分析することに焦点が当てられる．そこでは，対象者が来日後にどのよう
な体験をし，それを対象者がどのように受容し，その結果どのような意識変容があり，
それを対象者がどのように認識しているのか，といった対象者の心的内容の詳細な情
報が必要となる（北村，2005, 2007）．したがって，一人ひとりへのインタビューを
通して，対象者の体験の広範囲にわたる詳細なデータ収集が可能な質的研究法に妥当
性を見出すことができる． 
  
5.2.3 手続き 
1) 調査時期 2013 年 9 月（一ヶ月間） 
2) 調査概要 
上記の 5 名の対象者全てから調査協力が得られたため，5 名に対しインタビュー
調査を行った．  
3) 調査時間 一人 30 分 
4) 手続き 
調査では，対象者から承諾を得た上でインタビュー内容を全て録音した．インタ
ビューで設定した基幹的質問項目は以下の 7 つである．すなわち，質問項目は，①
日本での印象について，②来日後，自分が相手に伝えたいことを日本語で表現でき
たか，③来日直後に，日本で用いられている日本語が理解できたか，④来日前に中
国で学んだ日本語は今のあなたにどのような影響を与えているか，⑤中国で学んだ
日本語と日本で触れた日本語に何か違いがあるか，⑥中国に帰国後，日本の留学体
験を如何に生かしたいか，⑦日本での留学の体験を踏まえた上で，中国の大学の日
本語専攻の授業の在り方について何か思うことはあるか，の 7 つである．これら 7
つの基幹的質問項目に基づき，話の内容に柔軟に対応しつつ，深く掘り下げた半構
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造的，深層的，自由回答的インタビューを実施した．  
インタビューは全て中国語で行われた．インタビュー終了後，発話内容をテキスト
化し，その後，日本語に翻訳を行った．分析作業は全て日本語に翻訳されたテキスト
データを用いた．テキスト化されたインタビューデータは，質的研究法（大谷，2007），
（北村，2005）に基づき， SCAT を用いて分析を行った．データ分析は，質的研究
の経験を 5 年以上持つ 2 名の研究者間でディスカッションを行いながら作業が進めら
れた．これにより，データ分析の方法論的信頼性が確保された（北村，2005, 2007）． 
 
5.3 結果および考察 
 
 分析の結果，153 の意味内容要素が得られた．それらから，「表現の正しさに関す
る違いの認識」「言葉のもつ日常性への気づき」「基礎から成り立つ適応と理解」「学
習支援として作用する外部環境」「自分に適した学習方略の模索」「学習支援に結び
つく相互作用としての関係構築」「実体験を通した必然性を帯びた学習」「伝え伝わ
る言葉の学習」「文化を織り交ぜた言葉の学習」および「相手の反応に基づく理解の
発展」の 10 のサブカテゴリーが生成された．さらに，この 10 のサブカテゴリーは，
「日本語の知識から日本語会話の実践への飛躍」，「学習に関わる活用資源としての
人的物的環境」および「伝え合う他者との関係への気づき」の 3 つのカテゴリーに集約さ
れた．以下，カテゴリーごとの内容の詳細について，発話をもとにみていきたい．  
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カテゴリー サブカテゴリ  ー 主要な標題 
日本語の知識から日
本語会話の実践への
飛躍 
表現の正しさに関する違いの認識 正しさのズレ，語り語られる人の
不在 
言葉のもつ日常性への気づき 表現の日常性，発音の必然性 
基礎から成り立つ適応と理解 基礎が支える実践，理解を促進す
る文法的な基盤 
学習に関わる活用資源
としての人的物的環境 
学習支援として作用する外部環境 姿勢・態度・場により成立する日本語
のやりとりへの気づき，膨大な情報量
による聴解力強化，理解に向けた周
囲からの支援的表現 
自分に適した学習方略の模索 自分なりのコツをみつける，幅広い
学びの機会の活用 
学習支援に結びつく相互作用としての
関係構築 
環境への適応，相互交流の活性化，
かかわりにおける発音の重要性 
実体験を通した必然性を帯びた学習 比較点検，メディアの活用，間違い
から学ぶ，トラブルを通した学習 
伝え合う他者との関係へ
の気づき 
伝え伝わる言葉の学習 伝える行為の重要性，相手の理解
で成り立つ，双方向の理解過程 
文化を織り交ぜた言葉の学習 時間と体験の共有，会話の影響要
因としての文化の理解 
相手の反応に基づく理解の発展 反応に応じた言い直し，話し方か
らの個性の理解，かかわりを通し
た日本語の感覚の変容 
表 5.1 カテゴリー，サブカテゴリーおよび主要な標題 
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5.3.1 日本語の知識から日本語会話の実践への飛躍 
 
 対象者は，中国に滞在中に学んだ日本語と，日本での日常生活で触れる日本語との違い
について様々な発見をしている．そうした違いを見出すことが，日常生活の中で使われる
日本語の在り様について，学ぶきっかけとなっている．こうした日本語の捉え方の変容に
ついて説明するカテゴリーとして，「日本語の知識から日本語会話の実践への飛躍」が作成
された．本カテゴリーは，「表現の正しさに関する違いの認識」「言葉のもつ日常性への気
づき」および「基礎から成り立つ適応と理解」のサブカテゴリーから構成されている．以
下，各サブカテゴリーを構成する主な標題の発話に触れつつ，内容についてみていきたい． 
 
(1) 表現の正しさに関する違いの認識 
対象者は，中国の大学で学んだ日本語表現と日本での日常生活の中でみられる日本語表
現との違いに関し，まずは，「文法的な表現の正しさ」と「場における表現の正しさ」の違
いを認識している．この点に関し，語尾の表現について言及した以下の「正しさのズレ」
の標題に示される発話に注目したい． 
 
 「中国にいた時は，ほとんど「です，ます」の形体の日本語を学んでいたから．日本に
来た最初の頃は，よく「…です」「ます」などの形体で話していました．」（学生 R） 
 
同様に，中国で学んだ日本語の表現は，誰が誰に話す，という状況や場面が存在せず，
語学としての文法の学習に終始していた点に気付いている．この点に関し，ある対象者は
「語り語られる人の不在」の標題に示される発話の中で次のように述べている． 
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 「中国で日本語を勉強したときは，先生たちがしゃべっているのは教科書の内容という
か語学的な日本語というもののイメージですね．教科書や学校で学んだ日本語は性格や人
柄が分かりません．想像もつきません」．（学生 WZ） 
 
 こうした語学の学習は，日常性からかい離していることから，身近な表現や身近な使用
という点で印象も希薄化し，記憶という点でも課題が存在する点について，ある対象者は
次のように述べている． 
 
 「中国で日本語を学ぶ時，やっぱり普段の生活に使っていないから，暗記してもすぐ忘
れます．あと，暗記した単語も身近にあることばではないような感じです」．（学生 R） 
 
 このように，中国の大学において学んだ日本語が，語学としての文法に重きが置かれ，
そこでは，誰が誰に語るといった状況や場面の不在，日常性や身近な必要性の不在といっ
た点が課題である点が，違いとして認識されている． 
 
(2) 言葉のもつ日常性への気づき 
 対象者は，使う日本語としての認識から，伝え伝わり，理解する日本語としての認識へ
と視点が変化している．この点は，中国での学習場面ではあまり意識しなかった，言葉に
おける生活性や伝達性といった，言語が本来的に所持している機能への再認識の過程と捉
えることができる．この点について，「表現の日常性」および「発音の必然性」の標題に示
される以下の発話に注目したい． 
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 「実際の日本人の日常会話に用いられる日本語表現や彼らの毎日の生活に密着している
日本語は，私たちには分からないです」．（学生 LY） 
 「私は中国にいた時は，日本語発音をあまり重視しませんでした．伸ばす音や小さい『つ』
などのところを全然意識していませんでした」．（学生 R） 
  
こうした違いに関する認識が存在する一方で，対象者は，非常に速い速度で日本の日常
生活の中で展開される日本語の理解を深めていっている．そうした学習の在り方について，
対象者は中国で学習した成果についても認めている．この点について次にみていきたい． 
 
(3) 基礎から成り立つ適応と理解 
来日後にすぐに日常生活場面での日本語に適応することが困難ではあったが，対象者
は，徐々に日本語の会話に順応し，対応が可能となっている．そうした過程には，中
国の大学で学んだ基礎が大きく影響している点が認識されている．この点について，
対象者は，「基礎が支える実践」および「理解を促進する文法的な基盤」の標題で代表
される発話によって，次のように表現している． 
 
 「基礎となっています．日本語に対する勉強方法や日本語での物事の考え方は，中国の
大学の 2 年間の勉強で成り立っています．その基礎があったからこそ，私たちはいきなり
日本の生の環境に来ても，慣れなかった聴解と会話に早く慣れるようになりました．」（学
生 WZ） 
 「基礎があったからです．日本語の基礎が全然ない留学と比べて，私たちは新しいもの
をすぐ理解でき，身に付けるという感じです．」（学生 R） 
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 このように，日本の日常生活における会話表現への戸惑いを感じつつ，適応していく過
程での基礎の存在を実感している点が，対象者の日本語の学習をより効果的に工夫してい
く基盤となっていると考えられる．こうした点について，次のカテゴリーでふれてみたい． 
 
5.3.2 学習に関わる活用資源としての人的物的環境 
 
 このカテゴリーは，「学習支援として作用する外部環境」「自分に適した学習方略の模索」
「学習支援に結びつく相互作用としての関係構築」，および「実体験を通した必然性を帯び
た学習」の 4つのサブカテゴリーから構成され，本研究の対象者が，来日後，初めて体験
する日本での日常生活に触れる中で身の回りの一つひとつの出来事を，日本語学習に関わ
る活用資源として捉え，人的物的環境を積極的に活用する学習の在り様について説明する
ものとして作成された． 
 
（1） 学習支援として作用する外部環境 
 本研究の対象者は，来日後，常に日本語による刺激を受ける日常生活を過ごすことで，
自身が置かれている環境そのものが学習支援的な意味を持つことに気づき，その影響を
自覚している．こうした外部環境に対する認識は，以下の標題によって特徴的に示され
ている．すなわち，「姿勢・態度・場により成立する日本語のやりとりへの気づき」，「膨大な情報
量による聴解力強化」，および「理解に向けた周囲からの支援的表現」である． 
 ある対象者は，日本人による接客態度から，日本人の間でやりとりされるコミュニケ
ーションの丁寧さや言葉以外の伝達の在り方や伝達の場の環境等についての刺激情報
を得ている．すなわち，言葉が用いられる場の意味への気づきである．この点に関し，
ある対象者による「姿勢・態度・場により成立する日本語のやりとりへの気づき」の標題に特徴的
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に表される次の発話に注目したい． 
 
 「きれいな環境．コンビニなど店員の接客態度がなかなか良かったです」．（学生 R） 
  
このように，対象者は，単なる語られた言葉だけではなく，どのような場で，どのよ
うな状況で，どのような関係の中，どのような姿勢・態度で，言葉が用いられるかとい
った点が，日常生活の中で日本語が用いることを理解する上で重要な視点であることを
認識していると捉えることができる． 
 
 また，実際に日本での日常生活の中で日本語に満ちた環境にあって，対象者は常に日
本語を耳にしている．このことは，日本語の聴解力を高める上で，非常に有効な環境的
な要素として自覚されている．この点についてある対象者は次のように述べている． 
 
 「聴解は大体一か月ぐらいで耳になれました．聞き取れています」．（学生 LY） 
 
 また，対象者は来日後，周りから言葉の表現について特別な配慮を受けていることに
気づき，これが日本語表現に対する捉え方や学習のモチベーションの維持に作用してい
た．この点について，ある対象者は次のように述べている． 
 
 「バイト先でね，周りの日本人は私と話す時，彼らがいつも使っている日本語と違う表
現，とても分かりやすい表現にして，しかもゆっくりと私に話しています」．（学生 Z） 
 
こうした周囲からの配慮は，単に日本語が耳から入るという受動的な環境に留まらず，
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対象者が主体的かつ積極的に聞くための学習環境として，大きな意味をもっている点がう
かがえる． 
 
（2） 自分に適した学習方略の模索 
 対象者は，常に周囲の環境の活用を考慮し，自身の学習状況に見合う学習法を確立す
ることが自然な日本語の学習に重要であると捉えている．「自分なりのコツをみつける」
および「幅広い学びの機会の活用」が特徴的な標題としてあげられる．「自分なりのコ
ツをみつける」に関し，ある対象者は次のように述べている． 
 
 「実際の生活では教科書の内容はもうこだわらなくていいです．自分が早く聞き取れ
るための自分なりのコツを見つければいいです」．（学生 WZ） 
 
 また，対象者は，日本での日常生活の中で暮らす体験をしていても，日本語学習に対
する自主的な姿勢は重要であると捉えている．日本の大学に編入し，専門的知識を学ぶ
環境にあっては，日本語学習の直接的な内容ではなくても，自ら主体的に日本語による
学習環境に身を置き，講義という手段から日本語の活用能力を学び取ろうとする意識と
行動が重要である点が示されている．すなわち，日本語が目的に置かれた学習から，日
本語が手段に置かれた学習への意識転換である．この点について，ある対象者は次のよ
うに述べている． 
 
「日本に来てから，日本語だけの勉強は止まっているような感じです．毎日日本語学
習と直接的には関係のない内容の授業を受けています．人間学などの」．（学生 ZW） 
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（3） 学習支援に結びつく相互作用としての関係構築 
対象者は，周囲の環境とスムーズに接触するために，好意的な行動や話しかけ方，接触
の葛藤の克服などの様々な要素を意識しつつ人間関係を築くことが日本語を学ぶ上で重要
であると捉えている．「環境への適応」，「相互交流の活性化」および「かかわりにおける発
音の重要性」が特徴的な標題としてあげられる． 
対象者は，文化社会的背景の異なる環境の中では，環境に迅速に適応することもが日本
語習得においてはひとつの重要なポイントであると捉えている．この点について，ある対
象者は次のように述べている． 
 
「私は特に慣れていないことはなかったですね．多分私は新しい環境に早く適応するタ
イプかもしれません」．（学生 WZ） 
 
 また，対象者は，積極的に日本人学生と留学生が交互に交流することの必要性について
認識している．この点について，ある対象者は次のように述べている． 
 
 「授業の時も，ほとんど留学生たちが一緒に座っていて，日本人学生はちょっと離れて
いるところに座っています．授業のグループ討論でも，時々，日本人学生が混ざって一緒
に討論します．けれどもあまり私たちに話しかけてこないです．やっぱり日本人学生で積
極的に声をかけてくることは少ないです」．（学生 LY） 
 
 こうした課題点の改善方策として，より円滑なコミュニケーションのための取組もなさ
れている．ある対象者は，かかわりにおける発音の正確性を意識し，次のように述べてい
る． 
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 「今は日本にいて，周りとコミュニケーションをスムーズに取るためには，自分の発音
をちゃんと見直すべきだと思って，発音の訂正を頑張りました」．（学生 R） 
 
（4） 実体験を通した必然性を帯びた学習 
学習者は日本での日常生活に身を置く中で，自身の表現と日本人の表現との違いに着目
し比較し修正していくという作業を行っている．「比較点検」「メディアの活用」「間違いか
ら学ぶ」，および「トラブルを通した学習」の 4 つの標題が特徴なものとしてあげられる． 
 対象者は，自身の表現のし方や発音に関し，周囲の日本語母語話者との違いを比較し訂
正することを通して，自然な日本語に自身の日本語を近づけようとする努力を行っている
点がうかがえる．この点について，ある対象者は次のように述べている． 
 
 「意識的に自分のどの言い方の，どの単語の発音がおかしく聞こえるかってチェックす
るようになりました．そのうちだんだん，発音も前よりきれいになりました」．（学生 R） 
 
 また，対象者は身近な友人同士の会話や日常生活で触れるメディア媒体からの情報を収
集する学習行動を展開している．このような自ら意識的に学習の情報に触れ，周りの学習
資源を活用している．この点について，ある対象者は次のように述べている． 
 
 「周りの日本人の友達の言い方もちゃんと聞いて真似たり，語彙を増やすためにテレビ
ドラマも見たりして，意識的に日本語の勉強に有利なことをするようにしましたね」．（学
生 WZ） 
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 また，対象者は間違ったとしても，数多く日本語で表現する練習を蓄積することが，表
現の多様性を高め，自然な日本語の習得に有効に作用する点を認識している．この点に関
し，ある対象者は次のように述べている． 
 
 「上達の一番のポイントは会話ですね．いっぱい話していますから．文法はもともと苦
手です．今でも下手です．口にした日本語で正しくない表現や文法のミスがあるかもしれ
ません．けれども言いたいことはすぐ表現できます」．（学生 WZ） 
 
 対象者は，日常生活の中で生じる様々なトラブルを体験している．こうした体験もまた
対象者にとっては実践的な日本語学習の場として位置づけられている．この点についてあ
る対象者は次のように述べている． 
 
 「最初は一所懸命事情を説明しても聞いてもらえなかったこともあります．今は半年間
バイトをしているので，ある程度認めてもらっています．ですから，何かトラブルが起こ
って事情を説明したら，ちゃんと聞いてくれます」．（学生 LY） 
 
 このように，対象者は，日常生活の中での必然性を伴う会話が，トラブルの解決や相互
の理解にとって不可欠な学習場面である点を強く認識している点がうかがえる． 
 
5.3.3 伝え合う他者との関係への気づき 
  
 対象者は実際の日本での日常生活の中で展開される日本語環境に身を置き，一つひとつ
の生活体験を通して，一言語としての日本語の学習という考え方から，人間関係を築く作
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用としての日本語や，その背景に存在する文化の理解を促す日本語の学習の重要性を認識
している．その結果として文化を意識した日本語学習観の変容が促されている．こうした
日本語の学習観の変容に伴い日本語の学び方に対する新たな認識が形成されている．こう
し学習観の変容に伴う学びの在り様について説明するカテゴリーとして，本カテゴリーが
作成された．「伝え伝わる言葉の学習」「文化を織り交ぜた言葉の学習」および「相手の反
応に基づく理解の発展」の 3 つのサブカテゴリーが本カテゴリーを構成している． 
 
（1）伝え伝わる言葉の学習 
対象者は,来日後，様々な体験を通して，日常生活の中で日本語を学ぶ意義を強く感じ，
学ぼうとする強い信念が築かれている．こうした日本語学習における信念の形成を説明す
るサブカテゴリーの中で，「伝える行為の重要性」，「相手の理解で成り立つ」および「双方
向の理解過程」の 3 つの標題が特徴的なものとしてあげられる． 
 対象者は，中国の大学で学んでいた時には成績を意識し，伝えることよりも正しさと点
数に価値を置いた学習を遂行していた．しかしながら，実生活の中での日本語活用は，伝
え伝わって初めて実をもつものであり，その評価基準は成績ではない点が意識されている．
この点についてある対象者は次のように述べている． 
 
 「私は日本語の試験の成績はよくなかったんですけど，他の人より話す勇気はあったと
思います．だから，今も，日本語が下手でも頑張って話しています．どうしても伝えきれ
なかったら，ジェスチャも使います」．（学生 WZ） 
 
 また，対象者は，自身が伝えたい内容を相手に伝えきることの重要性に気づき，日々の
生活の中で実践している．曖昧な部分を残さず，正しく伝えきることの重要性の認識は，
99 
対象者が日常生活における日本語でのやりとりにおいて，常に他者を意識し，他者がわか
った状態に至るプロセスに日本語学習の視点が移行している点を示唆している．この点に
関し，ある対象者は次のように述べている． 
 
 「相手が分かるようになるまで伝えているのが今の私の状況です」．（学生 WZ） 
 
 この発話の中で，対象者は，自分が伝えようとしている「相手」や「相手の理解」に視
点が置かれ，自分の日本語表現は相手との関係の中でつくられるという意識が存在してい
ることを示している． 
 また，対象者は，日本語の学習が，自分からの発信よりもむしろ，相手にどう伝わり，
どう理解されたかによって，学習の成果が問われる点を認識している．言語の学習におけ
る，双方向性が強く意識されている．こうした点に関し，「相手の理解で成り立つ」の標題
で代表される下記の発話に注目したい． 
 
 「半年を経て，やっと自分の意思と考えをちゃんと伝えるようになりました」．（学生 LY） 
  
このように，自分が伝え，相手に伝わることが，日本語を学ぶ上で重要である点に学習
の視点が移っている点がうかがえる． 
 
 （2） 文化を織り交ぜた言葉の学習 
 対象者は，語学の学習場面のみならず，ボランティアなどの社会活動や学校外の時間と
いった体験の共有を通して学習を進めている．こうした，活動や体験に伴う学習を通して，
文化的な背景を織り交ぜた言葉の理解の重要性が強く認識されている．日本語学習におけ
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る目的としての学習から付随的な結果としての学習への認識の転換が認められると考えら
れる．こうした点は「時間と体験の共有」の標題に端的に表れている． 
 
 「一緒に震災後こちらに引っ越して来た子供たちに英語を教えるボラディア活動に参加
した時，できた友達です．あとクラスメイトの日本人の友達と一緒に遊んでいます」．（学
生 WZ） 
 
 このように対象者にとって日本語学習は，多様な時間と体験の共有の中で展開されるも
のとして認識されている点がうかがえる． 
 また対象者は，言葉の理解には，その背景に潜む文化や知識といった前提が不可欠であ
る点を認識している．この点に関し，「会話の影響要因としての文化の理解」の標題に代表
される以下の発話に明らかである． 
 
「例えば，今日の授業では，先生は AKB48 について話しました．私は AKB は日本の
アイドルであることは知ってしましたが，日本人ならすぐわかるようなアイドルの運営や
活動の特徴など，そういう話が始まったら，知らない単語がほとんどでした．先生は AKB
を「新しい顧客ニーズに合った市場開発だ」と説明していました．普通の日本人なら AKB
のどこがどんな日本人のニーズに合っているかを，当たり前のように知っているから，先
生の話はすぐに分かりましたけれど，私のようにただアイドルの名前を知っているだけで
は，その話を聞いても全然ピンと来ないです」．（学生 LY） 
 
 この発話の中で，対象者は会話の内容を理解する上で，話し手や会話がなされる場で共
有されている文化的な背景が重要な役割を果たしている点について言及している．すなわ
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ち，内容に立ち入った理解と，内容を理解する文化的知識，更には内容に価値を見出す情
報収集の志向性といったものも，言葉を学ぶ上での影響要因である点が認識されている点
が推察される． 
 また，上記の点と関連し，対象者は，そうした文化的背景は常に進化し続ける点を強調
している．すなわち，文化は伝統として継承されつつ，新しい文化も積極的に取り入れ，
新たな文化を創造していくことで，言葉に関わる文化も常に変化し続けているため，そう
した変化に追い付いていくことが，日常生活の中での自然な日本語の習得の一助になる点
が認識されている．この点について，ある対象者は次のように述べている． 
 
 「日本は自分の伝統文化をしっかり伝承しながら新しい文化もどんどん許容します．そ
こは日本のいいところです」．（学生 WZ） 
 
 このように，言葉の背景に存在する文化自体も常に変化しており，そうした変化に敏感
に反応することが，自然な日本語の習得につながると捉えられている． 
 
 （3） 相手の反応に基づく理解の発展 
 対象者は，来日当初は話すことや聞くことへの不安から，中国で学んだ日本語の使用に
戸惑いをみせていた．しかし，日本での滞在を通し，徐々に日常生活場面での会話のやり
取りに慣れ，伝え合う関係が成立していく中で，自分の伝えたことが相手に伝わっている
かどうか，に注意が向けられ，そうした相手の反応を受けて，再び自身の表現を変えたり，
伝える努力をするという，反応の相互性の関係が成立していた．この点について，ある対
象者が述べている次の「反応に応じた言い直し」の標題の発話に注目したい． 
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 「今はちゃんと自分が言っていることが正しいかどうかを判断できていて，相応しくな
い表現だったり，それじゃ相手が分からないだろうかとすぐ気づいて，別の言い方に変え
て言い直しています」．（学生 WZ） 
  
 更に対象者は，相手の話し方や表現から，その人の個性や特徴を把握し，相互の関係を
深化させる手がかりとして活用している．この点に関し，次の「話し方からの個性の理解」
の標題に示される発話に注目したい． 
 
 「今は日本語を聞いて，その日本語をしゃべっている人はどんな人か，そのイントネー
ション，言葉の使い方，口調，方言などさまざまな要素から判断できます」．（学生 R） 
  
 このように，対象者は日本での日常生活の会話体験を通して，他者の反応を意識した相
互作用に日本語の学びの重要な要素を見出している．それにより，日本語そのもののイメ
ージや理解，捉え方といった感覚も変化を見せている．この点について「かかわりを通し
た日本語の感覚の変容」の標題に示される以下の発話に注目したい． 
 
 「いったん日本人と接触する機会が増えたら，日本語に対する感覚も違ってきます」．（学
生 R） 
 「本当の生活に使われる日本語表現はとても自由で，文型にこだわらないですね．アク
セントやイントネーション，語感など，人によって違います」．（学生 R） 
 
 対象者の日本語に対する捉え方は，日本語の正しい文法や表現方法といった言語の構造
や使い方の学習の視点をこえた，文化的な理解や価値観，更には他者とのかかわりや他者
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理解といった，相互の理解の仕方へと変化している点がうかがえる． 
 
5.4 まとめ 
 
本研究では，中国の大学在学中に２年間に渡ってジャーナル・アプローチの実践を体験
した後，留学生として来日した中国人大学生 5名を対象とし，日本での日常生活の中で，
どのように日本語を学び，どのように日本語に対する認識や考え方を変えていったのか，
に着目し，分析を行った．分析の結果，対象者は日本での生活の中で触れる日本語と中国
の大学で学んだ日本語との違いを見出す中で，自然な日本語学習のあり様を捉え（「日本語
の知識から日本語会話の実践への飛躍」），日本語学習の影響要因としての社会環境を最大
限に活用し（「学習に関わる資源としての人的物的環境」），更に，日本人との相互作用の中
で人間関係を構築し，日本文化を理解し（「伝え合う他者との関係への気づき」），日本語学
習の学習観および学習方略が変容されていった過程が明らかとなった． 
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第 6章 社会での日本語活用実践を通した日本語学習 
 
6.1はじめに 
 
近年，スポーツ領域における国際交流は増加傾向にある．国際交流の活性化に伴い，大
学等の高等教育機関でスポーツを学ぶ外国人留学生数も増加している（左近允，2010）．
それ故，スポーツを学ぶ外国人留学生の学習環境を整え，日本での学びの質を高めること
は，今後，スポーツを通した国際交流や日本のスポーツ文化を国際的な舞台で展開する上
で，重要な課題となると考えられる． 
こうしたスポーツを学ぶ外国人留学生の日本語学習の実態に関する研究は，大きく次の
3 つにまとめることができる．すなわち，①スポーツに関する知識・技術を学ぶ手段とし
ての道具的な意味からのアプローチ，②心理的安定を得るための環境構築に必要なコミュ
ニケーションツールとしての意味からのアプローチ，および③スポーツの習得場面におけ
る文化社会的文脈に触れるフィールドとしての意味からのアプローチである．以下，この
一つひとつについて先行研究を整理していきたい．まず第 1 の，「スポーツに関する知識・
技術を学ぶ手段としての道具的な意味」からアプローチした研究に関しては，北村（2011）
によるスポーツ技能の指導における比喩的な指導言語に関する研究があげられる．スポー
ツ技能の指導場面では比喩的な表現が用いられることも多いが，そうした比喩的な指導言
語は，「動作の直接的なイメージを喚起させる比喩的な言葉としてあるだけではなく，学習
者の様々な努力や試行錯誤を促し，ふさわしい動きが再構成され，型が形成される」と北
村（2011）は指摘している．そこでは，スポーツの指導においては，単にテクニックや現
象としての動きの伝達にとどまらず，「感覚の共有が重要な意味を持つ」(北村，2011）が
故に，指導者と学習者が「動きを導く感覚」を共有することが求められる点が強調されて
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いる．したがって，文法的な知識，発音，聞き取り，読み書きといった語学学習の一般的
な基礎・基本の学習方略は重要である一方で，「ただ感覚を表現する言葉を拾い集めて所持
していたとしても，単なる言葉の一覧表がそこにあるに過ぎず，その感覚をどの場面でど
のように用いることで求める動きを導くかといった問題の解決には至らない」(北村，2011）
といった問題も存在する．そのため，「動作のイメージを喚起させる比喩的な言葉」(北村，
2011）の理解や，ふさわしい動きを再構成するための「様々な努力や試行錯誤を促す」(北
村，2011）表現を理解し得る学びが求められる． 
次に，第２の「心理的安定を得るための環境構築に必要なコミュニケーションツールと
しての意味」からのアプローチに関する先行研究としては，松本・野川（1991）による調
査があげられる．そこでは，日本の大学でスポーツを学ぶ外国人留学生を対象とした実態
調査が報告されている．調査は，日本語能力，運動部活動と競技レベル，学業成績，日常
生活，経済状態，入学形式およびスポーツ留学生特性の７項目に渡って行われており，入
学時の日本語力が不十分であること，チーム内におけるパフォーマンスの維持に重要な立
場にあること，といった実態が報告されている．その中で留学生の日本語能力の不足によ
る様々な問題点も指摘されている．例えば，松元・高橋（2009）は，ラグビー競技におけ
る留学生の日本語力の欠如が原因とみられる練習場でのストレスの問題を取り上げ，スポ
ーツに関する知識・技術の習得のための手段としての日本語習得という意味だけではなく，
文化的背景の理解も含めた日本語表現の習得が必要である点を指摘している．  
一方，直井（2008）は選手の対人関係がスムーズに行われないことでストレスが生じ，
心理的な悩みの原因となる問題をとりあげ，そういった問題がチームパフォーマンスへ影
響する点を指摘している．外国人スポーツ選手の場合でも，言葉でのコミュニケーション
能力が不足しているために，様々な人間関係の悩みが起こる可能性があると考えられる．
外国人スポーツ選手は言葉を通して，良い対人関係を維持することで安定な心理的環境を
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得ることが望まれる点が強調されている．  
更に，Schinke et al(2009）は，スポーツ選手が置かれている社会文化的な環境は，選
手間における相互理解やモチベーションの向上およびパフォーマンスを発揮する上で重要
である点を指摘している．外国人留学生にとって日本語の習得は，単に学習におけるコミ
ュニケーションツールという道具的な意味のみならず，友人関係の構築による心理的安定
や，日常生活の安定によるストレス軽減といった意味も持つ（Schinke et al，2009）．  
最後に，第３の「文化社会的文脈にふれるフィールドとしての意味」からアプローチし
た先行研究に関しては，スポーツの習得における文化社会的文脈の重要性について言及し
ている北村（2009）の指摘があげられる．北村(2009）は，スポーツの指導の際に用いら
れる指導言語の背後に，指導者のもつ指導観や教育観といった文化的な要素が含まれてい
る点を指摘している．すなわち，「選手がどのような文化・社会的文脈の中に身を置き，そ
うした文化・社会的文脈とどのような相互作用を体験したのか，といった視点からの詳細
な体験の事実」(北村，2009）を対象とした分析によって，スポーツにおける教え学ぶプ
ロセスが明らかになる，という指摘である．例えば，「日本人のスポーツ動機づけは，自身
を取り巻く人や事と結びついた関係志向的な自己認知を特徴としているが故に，他者との
つながりを重視する動機づけ方略が有効とされる」と北村（2009）はまとめている．しか
し，異なる文化的背景をもつ外国人留学生にとっては，こうした方略のもつ意味が伝わる
のかどうか，そしてまたそうした方略が有効なのかどうかについて，検討する必要がある
と考える．  
このように，スポーツを学ぶ外国人留学生の日本語学習に関する調査や研究は，外国人
留学生の学習の質の向上や，スポーツのパフォーマンス向上にとって重要な意味をもって
いると考えられる．さらに，スポーツ留学生の日本語表現場面が日本語の実用的場面であ
ることが多いと考えられる，つまり実用性を発揮する日本語力の習得の面では，スポーツ
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留学生の日本語習得を対象とする研究は，自然な日本語学習の研究蓄積に有意義であると
考えられる．しかしながら，その研究の蓄積は未だ不十分である． 
 そこで本研究では，スポーツ領域での日本語習得に関する体験の分析を通し，スポーツ
を学ぶ外国人留学生が実践的場面における日本語習得の過程に焦点を当て検討し，スポー
ツ留学生の実用的日本語の実践を促進する学習方略を分析することを目的とする．その際，
日本で学ぶ留学生数が最も多く(日本学生支援機構，2012），また「極東アジアからの留学
生が大半を占め」ている現状（松本・野川，1991）をふまえ，中国人体育・スポーツ留学
生を研究対象とした． 
 
6.2 本調査の概要 
 
6.2.1 対象者 
 
 卓球，陸上競技，およびバスケットボールの競技種目を専門とする中国人体育・スポー
ツ留学生を対象とした．この競技種目に焦点を当てた理由として，松本・野川(1991）が
指摘しているように，体育・スポーツ領域の留学生数全体に占める割合が高いこと，およ
び指導者としての立場に立つ状況も多いため，チームにおける日本人選手や指導者との交
流体験も多いことがあげられる．その他の対象者選出基準は下記の通りである． 
(1）来日前に中国の体育学校または体育専攻に在籍し，体育・スポーツ領域の専門教育を
受けている 
(2）試合，交流，留学等の目的で日本に１年以上滞在している 
(3）来日後に日本語で日常生活に支障のないコミュニケーション能力を習得している 
以上の条件を満たす中国人体育・スポーツ専攻留学生 6 名に調査協力を依頼し，4 名か
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ら調査協力の承諾が得られた．最終的に，日本に滞在する，卓球，陸上競技，およびバス
ケットボールを専門とする中国人留学生 4 名を対象者とした．対象者 4 名のプロフィール
を表 6.1 に示した．4 名の対象者全員が来日前には日本語に関する基礎的な知識・技能を
持っていなかった．来日後に体育・スポーツの専門領域における活動を進めながら日本語
を習得していた． 
 
6.2.2データ収集 
 
 本研究では，スポーツ留学生を対象者とし，日本語習得過程におけるそれぞれの体験の
詳細についてより深く理解すること，および体験のもつ意味を分析対象とすることが必要
であるため，研究方法として，調査対象者の体験の詳細を分析する一連の研究を行ってい
る北村 (2005）に基づき，質的研究法を採用した．調査は半構造的インタビュー
(semi-structured interview）を用い，深層的(in-depth）かつ自由回答的(open ended）イ
ンタビューにより実施した．質的研究法を採用する方法論的な妥当性として，下記の点が
あげられる．すなわち，本研究では，体育・スポーツ専攻の中国人留学生の日本語習得過
程における体験の詳細を分析することに焦点が当てられる．そこでは，対象者が来日後に
どのような体験をし，それを対象者がどのように受容し，その結果どのような意識変容が
あり，それを対象者がどのように認識しているのか，といった対象者の心的内容の詳細な
情報が必要となる(北村，2005, 2007）．したがって，一人ひとりへのインタビューを通し
て，対象者の体験の広範囲にわたる詳細なデータ収集が可能な質的研究法に妥当性を見出
すことができる． 
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6.2.3 手続き 
 
 前述した条件を満たす調査対象候補者に対し，E メールおよび電話による調査依頼を行
い，4 名から調査協力の承諾が得られた．調査は，電話でのインタビューに加え，対象者
の身振りや表情を考慮しながらインタビューを行うことを目的とし，インターネットビデ
オ通話を実施した．インタビューは，本人の承諾を得た上でその内容が全て録音された．
質問項目は，①日本でどのようにして日本語を学んだか，②専門を生かす上で，日本語と
関わりが深いと感じる場面はどのような時か，③専門を生かす上で必要な日本語力とは何
か，および，④何があなたの日本語学習に一番影響を与えているか，の 4 つの基幹的質問
項目を基に，話の内容に柔軟に対応しつつ，深く掘り下げたインタビュー(半構造的，深層
的，自由回答的インタビュー）を実施した． 
 全てのインタビューは中国語で行われた．インタビュー終了後，発話内容をテキスト化
し，その後，日本語に翻訳を行った．テキスト化されたインタビューデータは，質的研究
法(北村，2005, 2007）に基づき，標題化，意味内容要素(meaning units）作成，サブカテ
ゴリー作成，カテゴリー作成という手順で分析を行った．データ分析は，質的研究の経験
を 5 年以上持つ 2 名の研究者間でディスカッションを行いながら作業が進められた．これ
により，データ分析の方法論的信頼性が確保された（北村，2005, 2007）． 
 
6.3結果および考察 
  
分析の結果，最終的に 141 の意味内容要素が得られた．それらは，｢動作をより深く表
現する｣，「心理的支援の手段」，「パフォーマンス向上に向けた情報の共有」，「学習ストラ
ティジーの形成」，「専門との関係性の有効的な利用」，「環境との相互作用」，「日本語を専
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門で応用する意欲」，「心理社会的要因の分析」，および「日本語学習への憧れ」の 9 つの
サブカテゴリーに分類された．それらは最終的に，「日本語学習への意味づけ」，「日本語学
習観の変容」，および「心理社会的作用」の 3 つのカテゴリーへと集約された．表 6.2 にカ
テゴリーおよびサブカテゴリー一覧を示した．また，発話を含むより詳細な階層的カテゴ
リー全体の例として，表 6.3 に「日本語学習への意味づけ」のカテゴリーおよび主要な発
話を示した． 
以下，カテゴリー毎に日本語学習のプロセスとその体験の詳細についてみていく． 
 
１．日本語学習への意味づけ 
このカテゴリーは，(1）「動作をより深く表現する｣，(2）「心理的支援の手段」，および
(3）「パフォーマンス向上に向けた情報の共有」の 3 つのサブカテゴリーからなり，体育・
スポーツを専攻している留学生が専攻との関わりの中で，日本語を学習することに対する
意味の認識を説明するカテゴリーとして作成された． 
 
(1）「動作をより深く表現する」 
 体育・スポーツ専攻の留学生にとって日本語力の獲得は，動きをより深いレベルで相
手に伝える手段として必要不可欠なものとして捉えられている．｢動作のより深い意味を知
る」，｢言葉の背後にある潜在的意味を捉える｣，および「関連知識に導く契機」といった標
題が主要なものとしてあげられる．スポーツ専攻の留学生にとって，日本語を学習するこ
とは，奥深い技術の知識を伝え合い共有する上で重要な手段となっている．これについて，
ある対象者は次のように述べている． 
 
 ｢球を打つなどの動作を示したら，学生たちはだいたいの動作の意味が分かりますが，
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それより深いものや微妙なテクニックはただ動作を示しても伝わらないんです｣．
(卓球） 
 
また，別の対象者は次のように述べている． 
 
｢陸上競技は卓球ほど技術が多くないけれど，走るといっても技術面や訓練方法，体力
トレーニングなど，やっぱり技術に関わっていますね．そんな簡単なことではない
んですよ｣．(陸上競技） 
 
 さらに，｢言葉を通して潜在的意味を捉える｣について，この対象者は次のように述べ
ている． 
 
 ｢選手としてコーチの言葉をそのまま表面的な意味で聞き取るのではなく，その話の
深層に入って理解を深める必要がありますね．それは絶対通訳さんから得られない
情報です｣．(陸上競技） 
 
さらに，「関連知識に導く契機」については，ある対象者は次のように述べている． 
 
 ｢日本で活躍している卓球選手にとっては，日本語力がやっぱり必要だと思います．
やっぱり作戦技術や卓球技術の細かい部分を伝えるのに必要です．例えば，サーブ
の打ち方を教えるときには，打ち方だけを覚えてほしいのではなく，相手の台のど
こに落ちるのか，相手からの返球が自分の台のどこに落ちるか，また自分はどのよ
うにしてその返球を打つか，までを連携して考えてほしいんです．一つの技術を教
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える時，他の戦術との関連性に気付いてほしいから，ただ私が言っている言葉の表
面的な意味だけではなく，深層に入り込んで理解してほしい｣．(卓球） 
 
(2）「心理的支援の手段」 
体育・スポーツ専攻の留学生たちが交流試合やトレーニングなどを通して，言葉が総合
的な役割を果たしていることについて説明するサブカテゴリーとして作成された．｢心理
的支援｣，｢競技の補助的役割｣，｢仲間意識の形成｣，および「国際的な視野を持つ」が主
な標題である． 
競技では団体であれ個人であれ，相手選手のレベルを超えることが目標とされている．
そのため，状況に応じて即時に作戦を立て対応する上で，選手にとって必要な心理的支援
を得ることは重要である．全ての対象者が，コーチやチームメンバーと作戦の意図や様々
な情報を受けることの重要性が認識しており，それは単なる情報伝達以上に心理的な支援
として捉えられている．この｢心理的支援｣についてある対象者は次のように述べている． 
 
｢試合の時，自分は混乱に陥りやすいですが，コーチから見れば，私がどこで点数を奪
われたかがすぐ分かるんですね．連続ポイントが奪われて，冷静さが失われて，も
うどうすれば良いか分からなかったんです．ひたすら相手からの球を返すだけだっ
たんです．その時，休憩時間にコーチからの言葉を耳にし，作戦を聞き，やっと落
ち着きました．そして冷静にポイントを獲得できました．試合の時，緊張しがちな
ので，コーチの励まし言葉で皆冷静に戻れるようになるのです｣．(卓球） 
 
また，全ての対象者が，言葉を通して周りとの交流で専門の競技レベルを高めようとす
る意識があることを語っている．そこでは日本語の表現を専門領域に生かすための｢競技
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の補助的役割｣として捉えられている．この点について，ある対象者は次のように述べて
いる． 
 
 ｢選手にとって，相手とのコミュニケーションは主に専門を通しての交流です．日本
語はあくまでも媒介で，コミュニケーションをよりとりやすくするための手段にす
ぎません｣．(卓球） 
 
また，別の対象者は次のように述べている． 
 ｢試合の時も，お互い励ましあうこと，協力し合うことが大切です．それから，コー
チの意図が分からずに勘違いすることがあったらいろいろ不便です｣．(陸上競技） 
 
こうした発話から，日本語力は競技のパフォーマンスの向上と維持に必要不可欠である
と対象者が捉えている点がみてとれる． 
また，多種な文化が関わるスポーツ領域における語学の習得には｢仲間意識の形成｣とい
側面も存在している．これについて，ある対象者は次のように述べている． 
 
 ｢スポーツ選手として周囲の環境に積極的に適応することは大切で，まず言葉をしゃ
べることです．言葉をしゃべれば，周りとのコミュニケーションに障害がなくなり
ますし，そうすれば徐々に，団体での自分の居場所を確保できるようになります｣．
(バスケットボール） 
 
また，日本語力を高めることで，より多様な文化に触れる機会が高まり，新たな知見が
得られることを全ての対象者が認識している．この｢国際的な視野を持つ｣点についてある
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対象者は次のように述べている． 
 
｢日本語を習得して，一番のメリットは，日本語で日本と欧米の体育史に関する文献を
読むことができ，視野を広げられたことです｣．(バスケットボール） 
 
(3）「パフォーマンス向上に向けた情報の共有」 
スポーツ留学生は，厳しいトレーニングの持続や，緊張感が高まっている様々な試合場
面を通して，日本語を通して仲間と情報を共有することが専門競技を高める上で重要であ
る点を認識している．「状況の把握」および「即時の判断力と表現力」が主な標題として
あげられる． 
「状況の把握」は，スポーツ留学生自身が置かれている状況を読みとれていない，感じ
取れていない，あるいはそうした状況が相手に伝わっていない状況について語られた標題
である．日本語を理解し，状況を正確に把握することは，その後の行動に関わる重要な役
割を果たしている．この点について，ある対象者は次のように語っている． 
 
 「シングルスなら今のところ影響がないかもしれないけど，ダブルスならお互いの協
力が必要で，例えばどのようなサーブを打つか，次の返球はどう返すかなど相談し
あう時，言葉が通じないと不便かなと思いますね」．(卓球） 
 
 また，別の対象者は次のように語っている． 
 
 「ある外国人スポーツ留学生選手は，もっと早く走れる可能性を秘めているのに，自
分では気付いていない，ずっと現状の成績のままで走っている．その状態では，そ
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の選手は試合できっとそれ以上の成績を出せないです」．(陸上競技） 
 
また，「即時の判断力と対応力」は，トレーニングや試合における多様な場面において
日本語で即時的に理解・表現することが競技力に直接作用している認識について語られた
標題である． 
 
 「当時あまりしゃべれなかったので，日本語でどう表現したらいいか考えて時間がか
かったので，自分の意思を伝えきれなかったような気がしました．日本語がもうち
ょっと上手であれば，試合の成績が上がるかもしれません」．(卓球） 
 
２．日本語学習観の変容 
ある対象者が｢日本に来たらいきなり練習に参加しなければならない｣と語っていよう
に，体育・スポーツ留学生は，他専攻分野の留学生のような日本語学習環境とは異なり，
練習や試合に入り，実践的な場面に置かれることも多い．このような状況の中で，対象者
には，専門とのかかわりの中で日本語学習に対する独自の学習観が形成されている．この
｢日本語学習観の変容｣のカテゴリーは，(1）「学習ストラティジーの形成」，(2）「専門と
の関係性の有効な利用」，および(3）「環境との相互作用」の 3 つのサブカテゴリーから構
成されている． 
 
(1）「学習ストラティジーの形成」 
体育・スポーツ専攻留学生が来日後，日本語環境に置かれ，形成された学習方略として，
｢自己訓練管理｣，｢身近で便利な学習方法の模索｣，および｢日本語学習の突破口｣の標題が
主なものとしてあげられる． 
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｢自己訓練管理｣について，ある対象者は次のように述べている． 
 
 ｢日本語は，自分に相応しい学習方法を探しながら，自分のペースで勉強しました｣(M
さん），｢大学からテープレコーダとテレビを提供され，テープを聴いたり，テレビ
を見たり，中国から持って来た日本語学習のテキストで勉強したり，単語を暗記し
たりしました｣． (陸上競技）． 
 
また，対象者たちは身近にある生活の素材を活用し，学習している．この｢身近で便利
な学習方法の模索｣について，対象者は次のように述べている． 
 
 ｢日常生活で卓球の専門用語や表現を学ぶ機会がほとんどないから，私はテレビで卓
球の試合を見るようにして，特に解説を注意深く聞いて，専門的な表現を暗記した
りします｣．(卓球） 
 
｢卓球台や球の打ち方などを絵に書いて，あと漢字も入れて，できる限りの手段を使っ
て一所懸命説明しました．意外に，自分は絵の才能があるんじゃないかと自分も驚
いたほどでしたよ｣．(卓球） 
 
｢日本語があまりしゃべれない頃は書いてもらって少しずつ日本語を覚えました｣．(陸
上競技） 
 
｢私の場合は周りの日本人学生や先生と会話することを通して日本語の勉強をしまし
た｣．(バスケットボール） 
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(2）「専門との関係性の有効な利用」 
体育・スポーツ専攻の留学生たちは，専門との関係性を有効に活用し，日本語の習得を
進めている．｢専門用語の活用｣，｢専門を通しての学習｣が主な標題としてあげられる． 
｢専門用語の活用｣については，ある対象者は次のように述べている． 
 
 ｢基礎の文法からしっかり学ぶ日本語専攻の学習者と比べて，私はまず卓球の専門用
語と表現から学んで，それから基礎の文法を少しずつ学んで，そして日常生活の会
話に馴染んで行くという方法で勉強しました｣．(卓球） 
 
また，別の対象者は次のように述べている． 
 
｢スポーツ選手にとっては，日本に行ってから教室で勉強するのではなく，いきなり競
技の場面に直面しなければならないから，競技の練習を通して自分の日本語を鍛え
るといいです｣． (バスケットボール） 
 
(3）「環境との相互作用」 
前述したように，スポーツ留学生は他領域の留学生と異なり，日本語学習に焦点を当て
た環境というよりもむしろ競技の実践的な場に置かれる状況にあった．そうした学習環境
の中で，周囲の環境へ適応しようとする強い意識を持つことによって，日本語学習が促進
されていた．この｢環境との相互作用｣について，ある対象者は次のように述べている． 
 
 ｢私は自ら心を開いて，まあもちろん練習の時は厳しく，生活面では面倒をみるとい
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うか，関心を持って積極的にコミュニケーションを取る姿勢を見せれば，皆，積極
的に私とコミュニケーションを取るようになると思っています．当時私は特に積極
的に意識的にやったことはそれでした．多分こうして自分の日本語を鍛える機会も
得ることができたのかなと思いますね｣．(卓球） 
 
また別の対象者は，次のように述べている． 
 
 ｢周りとのコミュニケーションは必ず自分に何らかの影響を与えると思います．コー
チの立場でも選手の立場でも｣．(バスケットボール） 
 
上述の言及から，自信が置かれている環境に積極的に接近することによって，学習環境
が構築され，その結果，自身の日本語習得によい影響がもたらされると認識している点が
看取される． 
このようにスポーツ留学生は，来日当時は日本語学習に特化した学習環境とは異なる状
況の中で，積極的な関係構築を通した日本語学習方略が形成されている点がうかがえる． 
 
３．心理社会的作用 
 体育・スポーツ専攻の留学生が日本語を学習する過程における心理的側面の要素を説明
するカテゴリーとして生成された．(1）「日本語を専門で応用する意欲」，(2）「心理社会的
要因の分析」，および(3）「日本語学習への憧れ」の 3 つのサブカテゴリーから構成されて
いる． 
 
(1）「日本語を専門で応用する意欲」 
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 全ての対象者が，日本語を話す環境の中で，自らの専門性を生かそうとする高い動機づ
けをもっており，それが日本語の学習を促進させる側面をもつ点がうかがえる．｢専門分野
での社会貢献意識｣，および｢日本語学習の原動力｣が主要な標題としてあげられる． 
 ｢専門分野での社会貢献意識｣については，ある対象者は次のように述べている． 
 
 「(日本の大学に卓球のコーチとして招かれたことについて）当時は深く考えませんでし
た．ただ卓球の技術を伝えるために日本に来ました」．(卓球） 
 
また，｢日本語学習の原動力｣について，ある対象者は次のように述べている． 
 ｢単語をいくつか知っていても，その単語をつないでいっても，大人ならすぐ分かるかも
しれませんが，子どもにはなかなか分からないかもしれません．このような状況にも
関わらず，子どもたちはとても素直に一生懸命私から卓球を学ぼうとしています．私
から見て，彼ら彼女らはとても可愛いです．球技のテクニックはあまりうまくないけ
ど，本当に一所懸命練習していますから，自分も思わず卓球について身につけたもの
を彼らに教えようと思っていました｣．(卓球） 
 
 こうした発話から，日本文化的な状況におけるスポーツ留学生は，自身の専門性に対す
る高い他者評価を通して，日本語の学習に対して強く動機づけられている点が伺える． 
 
(2）「心理社会的要因の分析」 
 対象者は日本語によるコミュニケーションが障害となった経験も持っていた．こうした
言葉を介したコミュニケーションが留学生活・学習・訓練・試合などに影響する心理社会
的要因を説明するものとして，｢心理的不安定さ｣，および｢言葉による阻害｣が主な標題と
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してあげられる． 
 ｢心理的不安定さ｣について，ある対象者は次のように述べている． 
 
 ｢もちろん自分は絶対成績を上げるという意識を強く持っていなかったのもあるし，まあ，
最後までトレーニングは続けませんでしたね．最後まで続けていたら，日本に来る前
の成績だと 3 位に入るはずでした｣．(陸上競技） 
 
 また，｢言葉による阻害｣について，ある対象者は次のように述べている． 
 
｢全国大学生試合に参加しましたが，結局 7 位で，中国にいた頃の成績よりかなり落ち
ました．原因は自分でもはっきり分かっています．日本に来たら，私生活や学業，衣
食住全て自分で解決しなければならないから，練習に専念できないんです．そして言
葉も通じなくて，コーチの指導をあまり吸収できていませんでした｣．(陸上競技） 
 
 以上のように，言葉が障害となって周囲とスムーズにコミュニケーションが取れないこ
とから，心理的に不安定になり，パフォーマンスに影響する体験を多くの対象者がもって
いた．対象者は，言語力によって生じる様々な心理社会的要因を考慮した日本語学習環境
を改善あるいは提供することは，パフォーマンス向上に重要であるという認識を強くもっ
ていた点が推察される． 
 
(3） 「日本語学習への憧れ」 
 全ての対象者が，スポーツ競技を通して得られた学習観を，日本語の学習に般化させ，
高いモチベーションを持って取り組んでいることについて言及している．この点について，
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ある対象者は次のように述べている． 
 
｢中国のスポーツ選手は，小さい頃からは練習を積み重ね，教養教育からほぼ離れて完
全にトレーニングに集中しているものです．私も同じで，教室に座って先生の授業を
受けた記憶は小学校四年生か五年生くらいまででしたよ．だから私にとって，語学の
勉強はまるで新しい世界への一歩です｣．(卓球） 
 
6.4 まとめ 
 
本研究では，来日している体育・スポーツ専攻の留学生を対象者とし，スポーツ競技の
練習，留学生活，および試合などの体験を通して，実践的な場面においていかに日本語を
習得したか，その過程の分析を通して，スポーツを学ぶ外国人留学生にとっての実践的日
本語習得を促進する学習方略を検討することを目的とした．分析の結果，体育・スポーツ
専攻の日本語学習者は，「日本語学習への意味づけ」，「日本語学習観の変容」，および「心
理社会的作用」といった要素が，日本語学習過程における重要な役割を果たしている点が
明らかとなった． 
本研究によって得られた知見を，分析の結果得られた３つのカテゴリーに沿ってまとめ
ると下記のように整理することができる． 
１． 体育・スポーツ専攻の留学生にとって日本語の習得は，単なる日常生活でのコミ
ュニケーション手段を身につけるという意味をこえ，競技力向上に不可欠な支援手段
としての意味をもっている点が示唆された．そこでは，動作の微妙な感覚の共有や，
仲間や指導者との情報共有，更には状況判断のための支援ツールとしての意味が強く
認識されていた．こうした競技力向上といった本来的な目的の中での合理的意味の納
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得と理解を促す働きかけや環境設定は，体育・スポーツ専攻の留学生が日本語を学ぶ
上で重要である点が示唆される． 
２． 体育・スポーツ専攻の留学生にとって，日本語を通したコミュニケーションは，
日常生活における心理的安定を促す支援方策として機能すると同時に，競技場面での
心理的支援手段としても有効に作用する点が示唆された．例えば試合中に緊張してい
る場面で日本語の会話を通して心理的安定を得たり，日本語を用いて積極的にチーム
の仲間とかかわることで心理的距離が近づいていく，といった体験からも，競技場面
も含めた心理的支援手段としての日本語学習の意味が示唆される． 
３． スポーツの競技場面という実践的な場を通して日本語を学ぶ機会が多い体育・ス
ポーツ専攻の留学生にとっては，語られる言葉を状況の中で捉え，文脈に沿った意味
によって日本語の言葉の理解を試みる体験を多くもっていた．このことは，単に教科
書の中の言葉を学ぶのではなく，必要に迫られた状況の中で，言葉によって伝えられ
ている内容を文脈の中で捉え，文化的背景も含んだ解釈を試みるという場を多く積み
重ねていることを意味していた．こうした日本語の学習の在り方は，今後の体育・ス
ポーツ専攻の留学生が日本語を学習する際の支援方策の改善の手がかりとなり得る点
が示唆された． 
 本研究にはいくつかの課題が残されている．第１に，より多くの対象者を対象とした調
査の蓄積である．本研究では，中国以外の国からの留学生を対象とした調査や，本研究以
外の競技種目における日本語学習を対象とした調査，更には日本語学習経験の差異等を視
野に入れた調査が求められる．第２に，研究の方法論的な検討である．本研究ではインタ
ビューによる質的なアプローチによって研究を進めている．対象者のより具体的な行動や
体験の分析に焦点を当てた研究を視野に入れながら更なる研究方法論の検討が求められる． 
 
125 
<注> 
1 中国高等教育機関に設置されている日本語専攻課程では，大学 1 年と 2 年を初級，中
級レベルと設定されている．ほとんどの「2+2」プログラムは大学 2 年後半から日本の
大学に留学するコースとされている． 
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対象者 競技種目 中国での体育・スポーツ歴 日本での体育・スポーツ歴 
M 卓球 全国大会 6 位 
留学，学部生指導 
大会参加 
Y 卓球 全国大会 28 位 
留学，高校生指導 
大会参加 
R 陸上 全国大会 3 位 留学，大会参加 
Z 
バスケットボ
ール 
体育教員育成，コーチ 留学，交流試合 
表 6.1 対象者のプロフィール 
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カテゴリー サブカテゴリー 
日本語学習への意味づけ 
動作をより深く表現する 
心理的支援の手段 
パフォーマンス向上に向けた情報の共有 
日本語学習観の変容 
学習ストラティジーの形成 
専門との関係性の有効な利用 
環境との相互作用 
心理社会的作用 
日本語を専門で応用する意欲 
心理社会的要因の分析 
日本語学習への憧れ 
表 6.2 カテゴリーおよびサブカテゴリー一覧 
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カテゴリ  ー サブカテゴリ  ー 主な標題 発  話 
日本語学習への
意味づけ 
動作をより深く
表現する 
動作のより深い意
味を知る 
球を打つなどの動作を示したら，学生たちはだいたい動作の意味を分かるだろう
けど，それより深層に入るものや微妙なものはただ動作を示しても伝わらないん
です． 
言葉の背後にある
潜在的意味を捉え
る 
選手としてもコーチとしても，やっぱり自分のほうから相手と話さないと，特に
選手としてコーチの言葉をそのまま表面の意味で聞き取るのではなく，その話の
深層に入って理解を深める必要がありますね．それは絶対通訳さんから得られな
い情報です 
関連知識に導く契
機 
日本で活躍している卓球選手にとっては，日本語力がやっぱり必要だと思います．
やっぱり作戦技術や卓球技術の微妙なところを伝えるのに必要です．例えば，一
回サープを打って相手の台のあるところに当たるべきだとして，私は彼らに教え
ても，ただこの一つの打ち方を覚えてほしいのではなく，相手からの返球が自分
の台のどこに落ちるか，また自分はどのようにしてその返球を打つかも連携して
考えてほしいです．一つの技術を教える時，他の戦術との関連性を気づいてほし
いから，ただ私が言っている言葉表面の意味からそのまま模倣ではなく，深層に
入り込んで理解してほしいです． 
心理的支援の 
手段 
心理的支援 
試合の時，自分は混乱に落ちやすいですが，コーチから見れば，私がどこで点数
を奪われたかがすぐ分かるんですね．連続ポイントが奪われて，冷静さが失われ
てもうどうするか分からなかったんです．ひたすら相手からの球を返すだけだっ
たんです．その時休憩時間の間にコーチから言葉がけや作戦をしてくれて，自分
がやっと落ち着きました．そして冷静にポイントを獲得できました．試合の時，
緊張しがちなので，コーチの励まし言葉で皆冷静に戻れるようになるのです． 
競技の補助的役割 
選手にとって，相手とのコミュニケーションは主に競技を通しての交流で，日本
語はあくまでも媒介です，あなたのコミュニケーションをよりとりやすくするた
めの手段です 
仲間意識の形成 
体育選手として周囲環境に積極的に適応することは大切で，まず言葉をしゃべる
ことです．言葉をしゃべれば皆とコミュニケーションの支障がなくなりますし，
そしたら段々自分が団体での居場所を確保できるようになりますね 
国際的な視野を 
持つ 
日本語を習得して，一番のメリットは，日本語で日本と欧米の体育歴史に関する
文献が読むことができて視野を広げたことです 
パフォーマンス
向上に向けた情
報の共有 
状況の把握 
「もしある選手は体力がいいのに，もっと走れるはずなのにただ自分は知らない，
ずっと現状の成績のままで走っている，もしそういう場合でしたら，該当選手は
試合できっとそれ以上の成績を出せないんです」 
即時の判断力と表
現力 
「当時あまりしゃべられなかったから，日本語でどう表現したらいいか，考える
時間がかかりましたので，十分自分の意思を伝えられなかったような気がしまし
た．日本語がもうちょっと上手であれば，彼らの試合の成績が上がるかもしれま
せん」 
表 6.3 「日本語学習への意味づけ」の階層的カテゴリー及び主要な発話 
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第 7 章 総合的考察 
 
いかにして「自然な日本語学習」を可能にするか，そのためにどのような方策が可能か，
という課題は，近年，中国の大学の専攻日本語教育において重要な教育課題の一つとして
浮かび上がってきた問題である．しかしながら，伝統的な学習観や地理的に日本から離れ
た環境での外国語学習といった制約から，そうした問題の解明には未だ到達していないの
が現状である．本研究では，こうした現状に対し，社会文化的アプローチの視点から，中
国の大学において日本語を学ぶ学習者が抱える自然な日本語習得の問題に着目し，中国人
日本語学習者の日本語学習における学習方略に焦点を当て，日本語習得に向けた環境改善
の手立てを提案することを目的とした． 
本研究の第 1 章において，中国の大学で学ぶ日本語学習者にとって自然な日本語とは何
か，如何に自然な日本語を習得するか，という問いを設定し，中国の大学の日本語専攻教
育における日本語学習のあり様を問い直すことの重要性について検討を行った．そうした
問いの解決に向け，本研究では，「他者と学び合う環境構築」，「社会との相互作用による日
本語学習方略の構築」，および「実用的日本語の実践を促進する学習方略」の 3 つの課題を
設定した．課題の分析の結果，以下の知見が得られた． 
第 1 の課題である「他者と学び合う環境構築」に関し，第 4 章において論じている．そ
こでは，ジャーナル・アプローチを活用した他者と学び合う相互作用の中で，学習者同士
または学習者と教師とのかかわりの分析を行った．その結果，学習者が他の学習者の学習
過程を意識することで自身の学びの再認識を促し，「伝え合い理解し合う」という自然な
日本語学習における協同性の一側面が確認された．また，「日本語が用いられる状況を把
握し意識する」という自然な日本語活用が意識され，学習者が教師や他の学習者を巻き込
む形で，日本語学習過程における自身と日本語との関係が変容している点が明らかとなっ
た．更に，日本語の学習観が変容し，そうした学びを教師が方向付けていく点が確認され
た．そうした学習観の変容過程においては，学習者のメタ認知活動が重要な役割を果たし
ている点が明らかとなった． 
 第 2 の課題である「社会との相互作用による日本語学習方略の構築」に関し，第 5 章に
おいて論じている．中国の大学においてジャーナル・アプローチ活動を体験した日本語学
習者のうち，来日して日本の文化社会の中で日本語と触れる機会を得た 5 名を対象とし，
それまでの日本語学習をどのように捉えているのかについて分析を行った．特に，日本で
の学びと中国での学びを比較し，学習観および学習方略がどのように捉えられ，どのよう
に変容したのか，に焦点を当て分析を行った．その結果，学習者が日本語学習に対し，自
然な日本語の習得は日本語母語話者の表現を模倣するだけではなく，文化社会的背景を含
めて相手の表現を受け取り理解し，自身の経験と重ね合わせた上で，既存の日本語思考力
132 
に基づき新しい知見が生まれる過程であることを再確認している点が明らかとなった． 
 第 3 の課題である「実用的日本語の実践を促進する学習方略」に関し，第 6 章において
論じている．そこでは，来日しているスポーツ専攻留学生を対象に，実践的な場面におけ
る日本語習得の過程に焦点を当てた検討を行った．その結果，スポーツ専攻留学生は，ス
ポーツの技能習得という文脈の中で，今置かれている状況を把握した上で，教え学ぶ関係
性を意識したかかわりを重視した日本語の学びが実践されており，それが自然な日本語の
文脈，状況，文化，および相互関係という側面と関わっている点が明らかとなった． 
 つまり，自然な日本語習得に向けて，「他者との協同的学習過程」を共有し，「伝え合い
理解し合う」中で，「日本語表現が用いられる状況」を把握・意識し，そうしたプロセスに
おいて学習者自身が「日本語との関係が変容する」といった関係性が確認された．更に，「社
会文化的背景を含めた相手の表現」と「自身の学習経験」とが重なり合うことにより，新
しい日本語の知見が生まれる点が明らかとなった．その新しい日本語の知見が，自然な日
本語習得の「アプロプリエーション」である点が推察された． 
 以上，本研究によって明らかとなった点をみてきた．これらを総合すると，本研究によ
って解明された新たな知見は，以下のようにまとめることができる． 
1) 池上・守屋（2009）が「日本語らしさとは，習得可能なのです．日本語らしさを目指し
て日本語教科書や日本語教育を考えることは，日本語話者が日本語を認知の営みとして
どう捉え，人とコミュニケーションをしているかを発見すること」と述べている，認知
の営みとしての日本語によるコミュニケーションの気づきに関し，本研究では，自然な
日本語を学ぶためには，社会文化的理論に基づいた学習観，すなわち，日本語という言
葉は，他者と環境とのかかわりの中で身に付き，学習されるものである点が確認され，
そうして習得された日本語が自然な日本語として機能するであろう点が明らかとなっ
た． 
2) 中国の大学で「自然な日本語学習の文脈」を体験した学習者が，留学生活を通して日本
語母語話者との自然な生活の中で自然な日常表現の営みや体験を共有していた．こうし
た体験の分析を通し，マクロかつミクロな日本文化への接触体験により本人が学んだ日
本語が再構築され，自然な日本語習得のアプロプリエーションとなって表れている点が
明らかとなった．そうした体験の過程自体も，中国の大学の日本語学習者に対して自然
な日本語学習を実践するための手がかりとなっている． 
3) 自然な日本語学習を展開する一般的な手法は，コミュニケーション場面での対話，スピ
ーチなどのパフォーマンス，基礎文型を用いる会話練習，日常生活に近い表現を表す教
材，またはテレビドラマ・映画などのマルチメディアによる視覚と聴覚での場面を理解
するための教材作成，といった点に目が向けられる．しかし，本研究によって明らかと
なった点は，学習者が学ぶ自然な日本語表現は，他者（学習者同士，教師，日本語母語
話者）と関わり合い理解し合う関係を築くことによって初めて成立する点である． 
4) 中国大学の日本語学習者が「自然な日本語」を学ぶ学習方略を促進するための手立てと
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して，他者と学習過程の共有， 他者（日本語母語話者）との学習体験の共有，日本語
が表現される状況を把握する，といった点が，自然な日本語習得に向けた重要な要素で
あることが推察された． 
以上，本研究で得られた知見は，自然な日本語の習得を社会文化的視点から捉える際に，
全体的には，自然な日本語習得の能力の育成に向けて，一定の貢献はできているのではな
いかと考える． 
しかしながら，本研究には未だ残された課題も存在する．本研究で得られた自然な日本
語習得の在り方を，実際にどのようなプログラムやカリキュラムで大学教育の実際場面に
適用するのか，どのような教材を作成して実践することが必要か，といったプログラムの
具体的かつ詳細な計画と実施方策の策定，および実践の評価・検討については，今後の課
題として残される． 
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Abstract 
 
A sociocultural approach to Learning strategies for Japanese language study 
  
 
 
Unnatural expressions and an inclination to grammar are common problem to be solved 
for non-native speakers of Japanese. The purpose of this study is to clarify, using 
qualitative data, Japanese language education program among foreign students who 
specialize in Japanese language in University. Thirty two Chinese students participated 
in Journal approach program in Japanese class. They completed semi-structured, 
in-depth, and open-ended interviews examining their perceptions and experiences of 
Japanese study. Participant observations were also used to collect data. Interview 
transcripts were subjected to deductive content analyses. Five hundred raw data 
themes, nine subcategories and three categories emerged. The study indicates that the 
learning process of Japanese influences the forming process of the communicative 
performance and mutual relationship with others. 
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